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(57)【要約】
　端末装置（ＵＥ）による方法が記載される。方法は、
セル（単数または複数）の第１のセットにおける第１の
セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によ
りスクランブルされた第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を
含む第１の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
受信するステップを含む。方法は、第１のＰＤＣＣＨを
復号するステップも含む。方法は、セル（単数または複
数）の第２のセットにおける第２のＣ－ＲＮＴＩにより
スクランブルされた第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣ
Ｈを受信するステップも含む。方法は、第２のＰＤＣＣ
Ｈを復号するステップも含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置（ＵＥ）による方法であって、前記方法は
　セル（単数または複数）の第１のセットにおける第１のセル無線ネットワーク一時識別
子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によりスクランブルされた第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む第１
の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を受信するステップと、
　前記第１のＰＤＣＣＨを復号するステップと、
　セル（単数または複数）の第２のセットにおける第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブ
ルされた第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを受信するステップと、
　前記第２のＰＤＣＣＨを復号するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥは、セル（単数または複数）の第１のセットおよびセル（単数または複数）の
少なくとも１つの第２のセットを用いて構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　割り当てられたＣ－ＲＮＴＩを受信するステップおよびＣ－ＲＮＴＩをアップデートす
るステップのうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセージに含められる、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　基地局装置（ｅＮＢ）による方法であって、前記方法は、
　セル（単数または複数）の第２のセットのための第２のセル無線ネットワーク一時識別
子（Ｃ－ＲＮＴＩ）をセル（単数または複数）の第１のセットのための第１のＣ－ＲＮＴ
Ｉを有する端末装置（ＵＥ）に割り当てるステップと、
　セル（単数または複数）の前記第２のセットにおける前記第２のＣ－ＲＮＴＩによりス
クランブルされた第２の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む第２の物理下りリンク制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ）を送信するステップと
を備える、方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのＵＥに対応する少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを記憶するステップと
、
　前記少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを管理するステップと
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩは、セル（単数または複数）の第１のセットとして
接続されたＵＥのためのＣ－ＲＮＴＩおよびセル（単数または複数）の第２のセットとし
て接続されたＵＥのためのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセージに含められる、請求項６に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる、請求項６に記
載の方法。
【請求項１１】
　端末装置（ＵＥ）であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、前記メモリに記憶された命令は、
　セル（単数または複数）の第１のセットにおける第１のセル無線ネットワーク一時識別
子（Ｃ－ＲＮＴＩ）によりスクランブルされた第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む第１
の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を受信し、
　前記第１のＰＤＣＣＨを復号し、
　セル（単数または複数）の第２のセットにおける第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブ
ルされた第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを受信し、
　前記第２のＰＤＣＣＨを復号する
ために実行可能である、
ＵＥ。
【請求項１２】
　前記ＵＥは、セル（単数または複数）の第１のセットおよびセル（単数または複数）の
少なくとも１つの第２のセットを用いて構成される、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記命令は、割り当てられたＣ－ＲＮＴＩを受信するステップおよびＣ－ＲＮＴＩをア
ップデートするステップのうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項１１に記載のＵ
Ｅ。
【請求項１４】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセージに含められる、請求項１１に記載のＵ
Ｅ。
【請求項１５】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる、請求項１１に
記載のＵＥ。
【請求項１６】
　基地局装置（ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、前記メモリに記憶された命令は、
　セル（単数または複数）の第２のセットのための第２のセル無線ネットワーク一時識別
子（Ｃ－ＲＮＴＩ）をセル（単数または複数）の第１のセットのための第１のＣ－ＲＮＴ
Ｉを有する端末装置（ＵＥ）に割り当て、
　セル（単数または複数）の第２のセットにおける前記第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクラ
ンブルされた第２の巡回冗長検査を含む第２の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）を送信する
ために実行可能である、
ｅＮＢ。
【請求項１７】
　前記命令は、
　少なくとも１つのＵＥに対応する少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを記憶して、
　前記少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを管理する
ためにさらに実行可能である、請求項１６に記載のｅＮＢ。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩは、セル（単数または複数）の第１のセットとして
接続されたＵＥのためのＣ－ＲＮＴＩおよびセル（単数または複数）の第２のセットとし
て接続されたＵＥのためのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくとも１つを備える、請求項１７に
記載のｅＮＢ。
【請求項１９】
　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセージに含められる、請求項１６に記載のｅ
ＮＢ。
【請求項２０】
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　前記第２のＣ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる、請求項１６に
記載のｅＮＢ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信システムに関する。より具体的には、本開示は、複数の無線接
続を確立するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たし、可搬性と便利さとを改善するため
により小さく、より強力になった。消費者は、ワイヤレス通信デバイスに依存するように
なり、高信頼性のサービス、カバレッジエリアの拡大および機能性の向上を期待するよう
になった。ワイヤレス通信システムは、多数のワイヤレス通信デバイスに通信を提供し、
それぞれのデバイスが基地局によるサービスを享受する。基地局は、ワイヤレス通信デバ
イスと通信するデバイスである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ワイヤレス通信デバイスが進歩するにつれて、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上が求められてきた。しかしながら、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上がいくつかの問題を提起することがある。
【０００４】
　例えば、ワイヤレス通信デバイスは、通信構造を用いて１つ以上のデバイスと通信する
。しかしながら、用いられる通信構造は、限られたフレキシビリティおよび効率を提供す
る。この考察によって示されるように、通信のフレキシビリティおよび効率を向上させる
システムおよび方法が有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、端末装置（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）によって行われる
方法が提供され、方法は、
　セル（単数または複数）の第２のセットの追加のための接続制御メッセージを受信する
ステップであって、接続制御メッセージは、セル（単数または複数）の第１のセットおよ
びセル（単数または複数）の第２のセットを用いてＵＥを構成するために用いられ、無線
リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）接続再構成メ
ッセージに含められる、受信するステップと、
　ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信したことに応答して、セル（単数または複数）の第
２のセットのうちの１つのセルに対してランダムアクセス手順を行うステップと
を備える。
【０００６】
　本発明によれば、基地局装置（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）によって行わ
れる方法が提供され、方法は、
　セル（単数または複数）の第１のセットに対するセル（単数または複数）の第２のセッ
トの追加のための接続制御メッセージを送信するステップであって、接続制御メッセージ
は、セル（単数または複数）の第１のセットおよびセル（単数または複数）の第２のセッ
トを用いて端末装置（ＵＥ）を構成するために用いられ、無線リソース制御（ＲＲＣ）接
続再構成メッセージに含められ、セル（単数または複数）の第２のセットのうちの１つの
セルに対してランダムアクセス手順を行うようにＵＥに指示する、送信するステップ
を備える。
【０００７】
　本発明によれば、端末装置（ＵＥ）が提供され、ＵＥは、
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　プロセッサと、
　プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、メモリに記憶された命令は、
　セル（単数または複数）の第２のセットの追加のための接続制御メッセージを受信し、
接続制御メッセージは、セル（単数または複数）の第１のセットおよびセル（単数または
複数）の第２のセットを用いてＵＥを構成するために用いられ、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）接続再構成メッセージに含められ、
　ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信したことに応答して、セル（単数または複数）の第
２のセットのうちの１つのセルに対してランダムアクセス手順を行う
ために実行可能である。
【０００８】
　本発明によれば、基地局装置（ｅＮＢ）が提供され、ｅＮＢは、
　プロセッサと、
　プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、メモリに記憶された命令は、
　セル（単数または複数）の第１のセットに対するセル（単数または複数）の第２のセッ
トの追加のための接続制御メッセージを送信し、接続制御メッセージは、セル（単数また
は複数）の第１のセットおよびセル（単数または複数）の第２のセットを用いて端末装置
（ＵＥ）を構成するために用いられ、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ
に含められ、セル（単数または複数）の第２のセットのうちの１つのセルに対してランダ
ムアクセス手順を行うようにＵＥに指示する
ために実行可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装された１つ以上の基
地局装置（ｅＮＢ）および１つ以上の端末装置（ＵＥ）の一構成を示すブロック図である
。
【図２】ＵＥによって複数の無線接続を確立するための方法の一構成を示すフロー図であ
る。
【図３】ｅＮＢによって複数の無線接続を確立するための方法の一構成を示すフロー図で
ある。
【図４】非競合ベースのランダムアクセス手順の一構成を示すスレッド図である。
【図５】競合ベースのランダムアクセス手順の一構成を示すスレッド図である。
【図６】ＵＥによって複数の無線接続を確立するための方法の別の構成を示すフロー図で
ある。
【図７】ｅＮＢによって複数の無線接続を確立するための方法の別の構成を示すフロー図
である。
【図８】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装された進化型ユニバ
ーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）アー
キテクチャの一構成を示すブロック図である。
【図９】ユーザプレーン・プロトコルスタックの一構成を示すブロック図である。
【図１０】制御プレーン・プロトコルスタックの一構成を示すブロック図である。
【図１１】第１のセルおよび第２のセルがコロケートされ、オーバーレイされて、ほぼ等
しいカバレッジを有する、キャリアアグリゲーション構成を示すブロック図である。
【図１２】第１のセルおよび第２のセルがコロケートされ、オーバーレイされるが、第２
のセルの方が小さいカバレッジを有する、キャリアアグリゲーション構成を示すブロック
図である。
【図１３】第１のセルおよび第２のセルがコロケートされるが、第２のセルのアンテナが
第１のセルのセル境界へ向けられた、キャリアアグリゲーション構成を示すブロック図で
ある。
【図１４】第１のセルがマクロカバレッジを提供し、第２のセル上のリモートラジオヘッ
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ド（ＲＲＨ：ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄ）がホットスポットにおけるスループ
ットを改善するために用いられる、キャリアアグリゲーション構成を示すブロック図であ
る。
【図１５】周波数選択リピータが配備されたキャリアアグリゲーション構成を示すブロッ
ク図である。
【図１６】マクロカバレッジ有りおよび無しのスモールセルに関する複数カバレッジのシ
ナリオを示すブロック図である。
【図１７】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたＥ－ＵＴＲ
ＡＮおよびＵＥの一構成を示すブロック図である。
【図１８】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢおよ
びＵＥの一構成を示すスレッド図である。
【図１９】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢおよ
びＵＥの別の構成を示すスレッド図である。
【図２０】ＵＥにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図２１】ｅＮＢにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図２２】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたＵＥの一構
成を示すブロック図である。
【図２３】複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢの一
構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ＵＥによって複数の無線接続を確立するための方法が記載される。方法は、１次無線接
続において第１のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ：
ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）を含む第１の物理下りリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）を受信するステップを含む。方法は、第１のＰＤＣＣＨを復号するステップも含
む。方法は、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第２の
ＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを受信するステップも含む。方法は、第２のＰＤＣＣＨを
復号するステップも含む。
【００１１】
　ＵＥは、１次無線接続および少なくとも１つの２次無線接続を用いて構成される。方法
は、割り当てられたＣ－ＲＮＴＩを受信するステップおよびＣ－ＲＮＴＩをアップデート
するステップのうちの少なくとも１つを含む。第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセー
ジに含められる。第２のＣ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる。
【００１２】
　ｅＮＢによって複数の無線接続を確立するための方法が記載される。方法は、２次無線
接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩを１次無線接続のための第１のＣ－ＲＮＴＩを有するＵ
Ｅに割り当てるステップを含む。方法は、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩによ
りスクランブルされた第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを送信するステップも含む。
【００１３】
　方法は、少なくとも１つのＵＥに対応する少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを記憶するス
テップを含む。方法は、少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩを管理するステップも含む。
【００１４】
　少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩは、１次無線接続として接続されたＵＥのためのＣ－Ｒ
ＮＴＩおよび２次無線接続として接続されたＵＥのためのＣ－ＲＮＴＩのうちの少なくと
も１つを含む。
【００１５】
　第２のＣ－ＲＮＴＩは、接続制御メッセージに含められる。第２のＣ－ＲＮＴＩは、Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージに含められる。
【００１６】
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　複数の無線接続を確立するためのＵＥが記載される。ＵＥは、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、１次無線接続において
第１のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第１のＣＲＣを含む第１のＰＤＣＣＨを受
信するために実行可能である。命令は、第１のＰＤＣＣＨを復号するためにも実行可能で
ある。命令は、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第２
のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを受信するためにも実行可能である。命令は、第２のＰ
ＤＣＣＨを復号するためにさらに実行可能である。
【００１７】
　複数の無線接続を確立するためのｅＮＢが記載される。ｅＮＢは、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、２次無線接続のた
めの第２のＣ－ＲＮＴＩを１次無線接続のための第１のＣ－ＲＮＴＩを有するＵＥに割り
当てるために実行可能である。命令は、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩにより
スクランブルされた第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを送信するためにも実行可能で
ある。
【００１８】
　「３ＧＰＰ」とも呼ばれる、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）は、第３および第４世代
ワイヤレス通信システムに関する世界的に適用可能な技術仕様および技術報告を定めるこ
とを目指した連携合意である。３ＧＰＰは、次世代モバイル・ネットワーク、システムお
よびデバイスに関する仕様を定める。
【００１９】
　３ＧＰＰロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）は、将来の要求に対処すべくユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴ
Ｓ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）モバイルフォンまたはデバイス規格を改善するためのプロジェクトに与えられ
た名称である。一態様において、ＵＭＴＳは、進化型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ
－ＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ）およびＥ－ＵＴＲＡＮにサポートおよび仕様を提供するために修正さ
れた。
【００２０】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、３ＧＰＰ　
ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）および他の規格（例えば、３ＧＰＰリリース
８、９、１０、１１および／または１２）に関して記載される。しかしながら、本開示の
範囲は、この点で限定されるべきではない。本明細書に開示されるシステムおよび方法の
少なくともいくつかの態様は、他のタイプのワイヤレス通信システムに利用されてもよい
。
【００２１】
　ワイヤレス通信デバイスは、音声および／またはデータを基地局へ通信するために用い
られる電子デバイスであり、次には基地局がデバイスのネットワーク（例えば、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ：ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなど）と通信する。本明細書にシステムおよび方法を記載すると
きに、ワイヤレス通信デバイスは、代わりに、移動局、ＵＥ、アクセス端末、加入者局、
移動端末、遠隔局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、モバイルデバイスなどと呼ばれ
る。ワイヤレス通信デバイスの例は、セルラーフォン、スマートフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ラップトップコン
ピュータ、ネットブック、電子書籍リーダ、ワイヤレス・モデムなどを含む。３ＧＰＰ仕
様では、ワイヤレス通信デバイスは、典型的にＵＥと呼ばれる。しかしながら、本開示の
範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一般的な用語「ワイヤレス通
信デバイス」を意味するために、本明細書では用語「ＵＥ」および「ワイヤレス通信デバ
イス」が同義で用いられる。
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【００２２】
　３ＧＰＰ仕様では、基地局は、典型的にＮｏｄｅ　Ｂ、ｅＮＢ、ｈｏｍｅ　ｅｎｈａｎ
ｃｅｄまたはｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）あるいはいくつかの他の同様の
用語で呼ばれる。本開示の範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一
般的な用語「基地局」を意味するために、本明細書では用語「基地局」、「Ｎｏｄｅ　Ｂ
」、「ｅＮＢ」および「ＨｅＮＢ」が同義で用いられる。そのうえ、「基地局」の一例は
、アクセスポイントである。アクセスポイントは、ワイヤレス通信デバイスのためにネッ
トワーク（例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）、インターネットなど）へのアクセスを提供する電子デバイスである。用語
「通信デバイス」は、ワイヤレス通信デバイスおよび／または基地局の両方を示すために
用いられる。
【００２３】
　本明細書では、「セル」は、インターナショナル・モバイル・テレコミュニケーション
ズ－アドバンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に用いるために規格
化または規制団体によって仕様が定められた任意の通信チャネルであり、ｅＮＢとＵＥと
の間の通信に用いることが認可されたバンド（例えば、周波数バンド）として３ＧＰＰに
よりそのすべてまたはそのサブセットが採用されることに留意すべきである。「構成セル
（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが認識しており、情報を送信または受信
することがｅＮＢによって許可されたセルである。「構成セル（単数または複数）」は、
在圏セル（単数または複数）であってもよい。ＵＥは、すべての構成セル上でシステム情
報を受信して必要な測定を行う。「構成セル（単数または複数）」は、１つのプライマリ
セルと、０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）からなる。「アク
ティブ化されたセル（ａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが送受信を行っている
構成セルである。すなわち、アクティブ化されたセルは、ＵＥがＰＤＣＣＨをモニタする
対象となるセルであり、下りリンク送信の場合には、ＵＥが物理下りリンク共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）
を復号する対象となるセルである。「非アクティブ化されたセル（ｄｅａｃｔｉｖａｔｅ
ｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが送信ＰＤＣＣＨをモニタしていない構成セルである。留意す
べきは、「セル」が異なる次元の観点から記述されることである。例えば、「セル」は、
時間、空間（例えば、地理）および周波数特性を有する。
【００２４】
　本明細書では、用語「接続」は、ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮとの間の通信リンクを指す。本
明細書では、用語「無線接続」、「接続」、「無線インターフェース」および「インター
フェース」が同義で用いられる。
【００２５】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、複数の無線接続を確立するためのデバイ
スを記載する。これは、Ｅ－ＵＴＲＡＮのコンテキストで行われる。例えば、本明細書に
開示されるシステムおよび方法は、ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮ上の２つ以上のｅＮＢとの間の
複数の無線接続を確立する。一構成において、２つ以上のｅＮＢは、異なるスケジューラ
を有する。
【００２６】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、キャリアアグリゲーションを強化する。
キャリアアグリゲーションでは、（例えば、１００メガヘルツ（ＭＨｚ）までの）より広
い送信バンド幅をサポートするために２つ以上のコンポーネントキャリアが集約される。
一例では、キャリアアグリゲーションは、ＵＥに利用可能な有効バンド幅を増加させるた
めに用いられる。従来のキャリアアグリゲーションでは、単一のｅＮＢが１つのＵＥに対
して複数の在圏セルを提供することが仮定される。２つ以上のセルが集約される（例えば
、１つのマクロセルが複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）セルと集約される）シナリ
オにおいても、これらのセルは、単一のｅＮＢによって制御される（スケジュールされる
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）。しかしながら、スモールセル配備のシナリオでは、各ノード（例えば、ｅＮＢ、ＲＲ
Ｈなど）は、それ自体の独立したスケジューラを有する。両方のノードの無線リソースを
効率的に利用するために、ＵＥは、異なるスケジューラを有する２つ以上のノードに接続
する。
【００２７】
　一構成において、異なるスケジューラを有する２つのノード（例えば、ｅＮＢ）に接続
するＵＥのために、ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮとの間のマルチ接続性が利用される。例えば、
リリース１１の動作に加えて、リリース１２規格に従って動作するＵＥは、（二重接続性
、ｅＮＢ間キャリアアグリゲーション、マルチフロー、マルチセル・クラスタ、マルチＵ
ｕなどと呼ばれる）マルチ接続性を用いて構成される。ＵＥは、そうするように構成され
た場合、複数のＵｕインターフェースを用いてＥ－ＵＴＲＡＮに接続する。例として、Ｕ
Ｅは、１つの無線インターフェース（例えば、無線接続）を用いることにより１つ以上の
追加の無線インターフェース（例えば、無線接続）を確立するように構成される。以下で
は、１つのノードは１次ｅＮＢ（ＰｅＮＢ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｅＮＢ）と呼ばれ、別のノ
ードは２次ｅＮＢ（ＳｅＮＢ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）と呼ばれる。
【００２８】
　マルチ接続性のシナリオでは、無線リソース管理機能は、Ｅ－ＵＴＲＡＮの各ノードに
位置する。それに応じて、１つのノードは、ＵＥを構成する方法についていくらかの自由
度を有する。例えば、１つのノードのためのリソース（例えば、スケジューリング、ラン
ダムアクセス・リソースおよびＣ－ＲＮＴＩ）がそのノードによって管理できる必要があ
る。複数の無線接続を確立するステップは、本明細書に開示されるシステムおよび方法に
記載されるように、両方のノードの無線リソースを効率的に利用する。
【００２９】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の様々な例が図面を参照して次に記載される
。図面中、同様の参照番号は、機能的に類似した要素を示す。本明細書において図面に一
般的に記載され、説明されるシステムおよび方法は、多種多様に異なる実装に配置し、か
つ設計することができるであろう。従って、図面に表現されるいくつかの実装の以下のさ
らに詳細な記載は、特許請求の範囲を限定するものではなく、システムおよび方法を単に
代表するに過ぎない。
【００３０】
　図１は、複数の接続を確立するためのシステムおよび方法が実装された１つ以上の基地
局装置（ｅＮＢ）１６０および１つ以上の端末装置（ＵＥ）１０２の一構成を示すブロッ
ク図である。１つ以上のＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いて１つ以
上のｅＮＢ１６０と通信する。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎ
を用いてｅＮＢ１６０へ電磁信号を送信し、ｅＮＢ１６０から電磁信号を受信する。ｅＮ
Ｂ１６０は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２と通信する。留意すべ
きは、本明細書に記載されるＵＥの１つ以上がいくつかの構成では単一のデバイスに実装
されてもよいことである。加えてまたは代わりに、本明細書に記載されるｅＮＢ１６０の
１つ以上がいくつかの構成では単一のデバイスに実装されてもよい。図１のコンテキスト
において、例として、単一のデバイスは、本明細書に記載されるシステムおよび方法によ
る１つ以上のＵＥ１０２を含む。加えてまたは代わりに、本明細書に記載されるシステム
および方法による１つ以上のｅＮＢ１６０が単一のデバイスまたは複数のデバイスとして
実装されてもよい。
【００３１】
　ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、相互に通信するために１つ以上のチャネル１１９、
１２１を用いる。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上の上りリンク・チャネル１２１を用い
てｅＮＢ１６０へ情報またはデータを送信する。上りリンク・チャネル１２１の例は、物
理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）および物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）などを含む。１つ以上のｅＮＢ１
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６０も、例として、１つ以上の下りリンク・チャネル１１９を用いて１つ以上のＵＥ１０
２へ情報またはデータを送信する。下りリンク・チャネル１１９の例は、ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＤＳＣＨなどを含む。他の種類のチャネルが用いられてもよい。
【００３２】
　１つ以上のＵＥ１０２のそれぞれは、１つ以上のトランシーバ１１８、１つ以上の復調
器１１４、１つ以上のデコーダ１０８、１つ以上のエンコーダ１５０、１つ以上の変調器
１５４、データバッファ１０４およびＵＥオペレーション・モジュール１２４を含む。例
えば、ＵＥ１０２では１つ以上の受信および／または送信経路が実装される。便宜上、Ｕ
Ｅ１０２では単一のトランシーバ１１８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１
５０および変調器１５４のみが示されるが、複数の並列要素（例えば、トランシーバ１１
８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４）が実装され
てもよい。
【００３３】
　トランシーバ１１８は、１つ以上の受信機１２０および１つ以上の送信機１５８を含む
。１つ以上の受信機１２０は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０か
ら信号を受信する。例えば、受信機１２０は、１つ以上の受信信号１１６を作り出すため
に信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１１６は、復調器１１４へ
供給される。１つ以上の送信機１５８は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮ
Ｂ１６０へ信号を送信する。例えば、１つ以上の送信機１５８は、１つ以上の変調信号１
５６をアップコンバートして送信する。
【００３４】
　復調器１１４は、１つ以上の復調信号１１２を作り出すために１つ以上の受信信号１１
６を復調する。１つ以上の復調信号１１２は、デコーダ１０８へ供給される。ＵＥ１０２
は、信号を復号するためにデコーダ１０８を用いる。デコーダ１０８は、１つ以上の復号
信号１０６、１１０を作り出す。例えば、第１のＵＥ復号信号１０６は、データバッファ
１０４に記憶される、受信されたペイロード・データを備える。第２のＵＥ復号信号１１
０は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ
復号信号１１０は、１つ以上のオペレーションを行うためにＵＥオペレーション・モジュ
ール１２４によって用いられるデータを供給する。
【００３５】
　本明細書では、用語「モジュール」は、特定の要素またはコンポーネントがハードウェ
ア、ソフトウェア、またはハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせで実装されるこ
とを意味する。しかしながら、留意すべきは、本明細書に「モジュール」として示される
任意の要素が代わりにハードウェアで実装されてもよいことである。例えば、ｅＮＢオペ
レーション・モジュール１８２は、ハードウェア、ソフトウェアまたは両方の組み合わせ
で実装されてもよい。
【００３６】
　一般に、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ１０２が１つ以上のｅＮＢ１
６０と通信することを可能にする。ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ無線
接続確定モジュール１２８、ランダムアクセス手順モジュール１２６およびＣ－ＲＮＴＩ
インタプリタ１３０のうちの１つ以上を含む。
【００３７】
　ＵＥ無線接続確定モジュール１２８は、ＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮ上の第１のポイン
トとの間の１次無線接続を確立する。例えば、第１のポイントは、Ｅ－ＵＴＲＡＮに属す
る第１のｅＮＢ１６０を含む。一構成において、第１のｅＮＢ１６０は、ＰｅＮＢである
。例えば、ＵＥ１０２が接続を追加しているときに、第１のポイント（例えば、第１のｅ
ＮＢ１６０）は、ＰｅＮＢである。ＵＥ無線接続確定モジュール１２８は、Ｕｕインター
フェースを用いて第１のポイント（例えば、第１のｅＮＢ１６０）に接続する。Ｕｕイン
ターフェースは、１次Ｕｕインターフェースとも呼ばれる。Ｕｕインターフェースは、Ｕ
Ｅ１０２とＰｅＮＢとの間の無線接続である。



(11) JP 2016-516312 A 2016.6.2

10

20

30

40

50

【００３８】
　ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮ上の第２のポイントとの間の第２の無線接
続を確立するように構成される。例えば、第２のポイントは、Ｅ－ＵＴＲＡＮに属する第
２のｅＮＢ１６０を含む。一構成において、第２のｅＮＢ１６０は、例えば、ＵＥ１０２
が接続を追加しているときに、ＳｅＮＢである。一構成において、第１のポイント（例え
ば、第１のｅＮＢ１６０）および第２のポイント（例えば、第２のｅＮＢ１６０）は、異
なるスケジューラを有する。ＵＥ無線接続確定モジュール１２８は、Ｕｕｘインターフェ
ースを用いて第２のｅＮＢ１６０に接続する。Ｕｕｘインターフェースは、２次Ｕｕイン
ターフェースとも呼ばれる。
【００３９】
　いくつかの構成では、ある一定の手順がソースＳｅＮＢにおけるセル（単数または複数
）とターゲットＳｅＮＢにおけるセル（単数または複数）との間のハンドオーバ手順中に
行われる。例えば、ＵＥ１０２は、最初に、第２のポイントとしてのソースＳｅＮＢにお
けるセル（単数または複数）に接続する。ターゲットＳｅＮＢにおけるセル（単数または
複数）に（例えば、ランダムアクセスを通じて）首尾よくアクセスした後、ターゲットＳ
ｅＮＢとの接続が完了する。ＵＥ１０２は、第２のポイントとしてのターゲットＳｅＮＢ
におけるセル（単数または複数）に接続する。例えば、ターゲットＳｅＮＢから信号を受
信して、ランダムアクセスプリアンブルを送信した後、ＵＥ１０２は、第２のポイントと
してのターゲットＳｅＮＢにおけるセル（単数または複数）への接続を完了する。いくつ
かの実装において、これは、２次無線接続におけるハンドオーバである。これらの実装で
は、ポイントが追加されず、むしろ置き換えられる。
【００４０】
　２次無線接続のためのハンドオーバ手順のいくつかのタイプがある。一例は、セル内ハ
ンドオーバであり、ＳｅＮＢにおけるセルがハンドオーバ手順によって同じセルへアップ
デートされる。別の例は、ＳｅＮＢ内ハンドオーバであり、ＳｅＮＢにおけるセルがＳｅ
ＮＢにおける別のセルへ切り替えられる。さらに別の例は、ＳｅＮＢ間ハンドオーバであ
り、ＳｅＮＢにおけるセルが別のＳｅＮＢにおける別のセルへ切り替えられる。それに応
じて、ターゲットＳｅＮＢは、ソースＳｅＮＢと同じであってもなくてもよい。
【００４１】
　ＵＥ１０２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮとの複数のＵｕインターフェースをＵＥ１０２が認識し
ている限り、ＰｅＮＢおよびＳｅＮＢを認識している必要はない。一構成において、ＵＥ
１０２は、ｅＮＢ１６０がＥ－ＵＴＲＡＮ上のポイントであると考える。別の構成では、
ＵＥ１０２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮとの複数のＵｕインターフェースがＥ－ＵＴＲＡＮ上の複
数のポイントとの接続であると考える。別の構成では、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、同じか、また
は異なるｅＮＢ１６０との複数のＵｕインターフェースを提供する。例として、ＰｅＮＢ
およびＳｅＮＢが同じｅＮＢ１６０であってもよい。複数のＵｕインターフェース（例え
ば、マルチ接続性）は、単一のｅＮＢ１６０によって達成される。言い換えれば、一構成
において、本明細書に記載されるシステムおよび方法は、単一のｅＮＢ１６０または単一
のスケジューラによって達成される。ＵＥ１０２は、１つより多いＵｕｘインターフェー
ス（例えば、Ｕｕ１、Ｕｕ２、Ｕｕ３など）を接続することが可能である。各Ｕｕインタ
ーフェースは、キャリアアグリゲーションを行うために用いられる。それに応じて、ＵＥ
１０２は、キャリアアグリゲーションのシナリオでは１つより多い在圏セルのセットを用
いて構成される。
【００４２】
　留意すべきは、複数のＵｕインターフェースが記載されるが、インターフェースの定義
によっては本明細書に記載されるシステムおよび方法が単一のＵｕインターフェースまた
は単一の無線接続によって実現されることである。例えば、無線インターフェースは、Ｕ
Ｅ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮとの間のインターフェースとして定義される。この定義では、
インターフェースは、ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０との間のインターフェースではない。例
えば、１つの無線インターフェースは、マルチ接続性を用いたＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡ
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Ｎとの間のインターフェースとして定義される。それに応じて、先に考察されたＵｕイン
ターフェースおよびＵｕｘインターフェースは、複数のセルの異なる特性であると見なさ
れてもよい。例として、Ｕｕインターフェースがセル（単数または複数）の第１のセット
であり、Ｕｕｘインターフェースがセル（単数または複数）の第２のセットである。また
、第１の無線インターフェースをセル（単数または複数）の第１のセットと言い換え、第
２の無線インターフェースをセル（単数または複数）の第２のセットと言い換えることも
できる。
【００４３】
　ランダムアクセス手順モジュール１２６は、無線接続のためのランダムアクセス手順を
行う。例えば、ランダムアクセス手順モジュール１２６は、２次無線接続のためのランダ
ムアクセス手順を行う。いくつかの構成によれば、複数のランダムアクセス手順がトリガ
される。いくつかの実装では、１つの無線接続のためのランダムアクセス手順が並行して
または同時に別の無線接続のためのランダムアクセス手順であってもよい。ランダムアク
セス手順は、無線接続のセルに対して行われる。
【００４４】
　留意すべきは、単一接続性の構成においても、複数のランダムアクセス手順がトリガさ
れることである。しかしながら、単一接続性の構成では、任意の時点で進行しているラン
ダムアクセス手順は１つあるに過ぎない。ＵＥ１０２が無線接続において新しいランダム
アクセス手順の要求を受信し、一方ではその無線接続において別のランダムアクセス手順
がすでに進行している場合、進行中のランダムアクセス手順を続けるべきか、または新し
いランダムアクセス手順から始めるべきかどうかを確定するのはＵＥ１０２に任される。
【００４５】
　ランダムアクセス手順の例は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）を通じてターゲ
ットセルにアクセスすることである。ランダムアクセス手順モジュール１２６は、異なる
タイプのランダムアクセス手順を行うことができる。例えば、ランダムアクセス手順モジ
ュール１２６は、非競合ベースのランダムアクセス手順を行う。非競合ベースのランダム
アクセス手順を行うステップは、ターゲットセルにアクセスするために、ランダムアクセ
スチャネルを通じて専用ランダムアクセスプリアンブルを利用することを含む。別の例で
は、ＵＥ１０２は、競合ベースのランダムアクセス手順を行う。競合ベースのランダムア
クセス手順の例は、ランダムに選択されたプリアンブルを用いて、ランダムアクセスチャ
ネルを通じてターゲットセルにアクセスすることを含む。非競合ベースのランダムアクセ
ス手順および競合ベースのランダムアクセス手順に関するさらなる詳細は、図４および５
の少なくとも１つに関連して示される。
【００４６】
　いくつかの実装において、ＵＥ１０２が２次無線接続のための競合ベースのランダムア
クセス手順または非競合ベースのランダムアクセス手順を行うかどうかは、受信されたメ
ッセージに基づく。例えば、ＵＥ１０２は、接続制御メッセージを含むＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信する。接続制御メッセージは、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンテ
ィティ（例えば、ランダムアクセスプリアンブル・アイデンティティ）が接続制御メッセ
ージに含まれるかどうか（例えば、専用ＲＡＣＨプリアンブルが接続制御メッセージ中に
示されるかどうか）を示す。接続制御メッセージが専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデン
ティティを含む場合、ＵＥ１０２は、非競合ベースのランダムアクセス手順を行う。これ
に対して、接続制御メッセージが専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティを含まな
い場合、ＵＥ１０２は、競合ベースのランダムアクセス手順を行う。
【００４７】
　ランダムアクセス手順を行う例は、次のように示される。接続制御メッセージを含んだ
ＲＲＣ接続再構成メッセージに応答して、ＵＥ１０２は、ランダムアクセス手順を行う。
ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ）は、ハンドオーバ・コマンド（例えば、ＭｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌ
Ｉｎｆｏ（モビリティ制御情報））を運ぶ。ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、ＲＲ
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えば、ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ（接続制御情報））も運ぶ。リリー
ス１１およびそれ以前によれば、ＲＲＣ接続再構成メッセージは、多くの目的、例えば、
物理レイヤ・パラメータ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ制御パラメータ、および１
つ以上のＵＥ１０２構成パラメータなどのために用いられてきた。既知の仕様（例えば、
リリース１１およびそれ以前）に従って実装されたときに、ＲＲＣ接続再構成メッセージ
は、レガシ・メッセージである。例えば、ＲＲＣ接続再構成メッセージがハンドオーバ・
コマンドを含むときに、ＲＡＣＨは、単一の接続に対してトリガされる。しかしながら、
本明細書に記載されるシステムおよび方法は、リリース１１およびそれ以前の振舞いに加
えて接続制御メッセージを導入することに留意すべきである。
【００４８】
　いくつかの実装において、ＲＲＣ接続再構成メッセージがハンドオーバ・コマンド（例
えば、ＭｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）を含む場合、ＵＥ１０２は、ハンドオ
ーバ手順を行う。ハンドオーバ・コマンドには、専用ＲＡＣＨプリアンブルが含まれる。
（ハンドオーバ・コマンドを含む）ＲＲＣ接続再構成メッセージに応答して、ＵＥ１０２
は、ランダムアクセス手順を行う。いくつかの実装では、接続制御メッセージは、ハンド
オーバ・コマンドとは異なる。例えば、ハンドオーバ・コマンドは、単一の無線接続のた
めのハンドオーバに用いられる。それに対して、接続制御メッセージは、２次無線接続お
よび／または２次無線接続におけるハンドオーバを追加するために用いられる。
【００４９】
　キャリアアグリゲーションでは、セカンダリセルの追加は、ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジによってＵＥ１０２へシグナリングされる。しかしながら、ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジがハンドオーバ・コマンドに含まないために、ＵＥ１０２がＲＲＣ接続再構成メッセー
ジに応答してランダムアクセス手順をトリガしないことがある。必要ならば、セカンダリ
セルにおける上りリンク・タイムアラインメントを達成するために、ＵＥ１０２へランダ
ムアクセス命令がシグナリングされる。２次無線接続の追加の場合、新たに追加されるセ
ルは、異なるスケジューラによって管理され、ＵＥ１０２のためにすでに構成されたセル
とは非同期であると思われるので、ランダムアクセスをトリガする方がよいであろう。
【００５０】
　Ｃ－ＲＮＴＩインタプリタ１３０は、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを復号する。ＰＤ
ＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）を復号するステップは、ＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ
）を解釈することを含む。例は、次のように示される。ＵＥ１０２は、下りリンク制御情
報（ＤＣＩ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を運ぶＰＤ
ＣＣＨを受信する。各ＰＤＣＣＨ（または各ＥＰＤＣＣＨ）におけるＤＣＩは、ＤＣＩの
フィールドを定義するＤＣＩフォーマットを用いる。いくつかの実装では、ＤＣＩととも
に無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ）が含められる。Ｒ
ＮＴＩ（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ）は、ＵＥ１０２を識別して、使用法を識別するために用
いられる。ＲＮＴＩは、無線接続のためのリソースのスケジューリングにも用いられる。
Ｅ－ＵＴＲＡＮとの単一接続性のために構成されたＵＥに関して、留意すべきは、ＵＥが
すべての在圏セルに対して同じＣ－ＲＮＴＩを用いることである。リリース１１およびそ
れ以前では、Ｃ－ＲＮＴＩがＵＥ１０２へ割り当てられる。ＲＮＴＩ（例えば、Ｃ－ＲＮ
ＴＩ）は、いくつかの使用法を有する。表（１）は、様々なＲＮＴＩ値を提示する。表（
２）は、様々なＲＮＴＩ使用法、ならびに関連するトランスポートチャネルおよび論理チ
ャネルを提示する。
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　ＰＤＣＣＨに含まれるＣ－ＲＮＴＩの例は、次のように示される。ＤＣＩには巡回冗長
検査（ＣＲＣ：ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）が含まれる。ＣＲＣ
を用いてＤＣＩ送信に関する誤り検出が提供される。いくつかの実装において、Ｃ－ＲＮ
ＴＩは、ＣＲＣで暗黙的に符号化される。ＣＲＣのパリティビットの数は１６である。Ｃ
ＲＣパリティビットを算出するためにペイロード全体が用いられる。いくつかの構成では
、対応するＲＮＴＩ（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ）を用いてＣＲＣパリティビットがスクラン
ブルされる。言い換えれば、ＣＲＣパリティビットは、ＲＮＴＩと「ＸＯＲがとられる」
。この例では、Ｃ－ＲＮＴＩインタプリタ１３０がＰＤＣＣＨを復号（および解釈）する
。ＰＤＣＣＨを解釈するステップは、ＣＲＣパリティビットをＣ－ＲＮＴＩから分離する
ことを含む。いくつかの実装において、ＵＥ１０２の物理（ＰＨＹ）レイヤは、Ｃ－ＲＮ
ＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）を復号す
るようにＵＥ１０２の上位レイヤ（例えば、ＭＡＣサブレイヤまたは無線リソース制御（
ＲＲＣ）サブレイヤ）によって構成される。ＤＣＩは、また、下りリンクまたは上りリン
ク・スケジューリング情報を輸送し、非周期的チャネル品質情報（ＣＱＩ：ｃｈａｎｎｅ
ｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）報告を要求し、ＭＣＣＨ変更の通知を送
信し、セルに対する上りリンク電力制御コマンドおよびＲＮＴＩを送信する。
【００５１】
　いくつかの実装において、Ｃ－ＲＮＴＩインタプリタ１３０は、複数のＰＤＣＣＨを復
号する。例えば、リリース１１およびそれ以前では、ＵＥは、第１のＣ－ＲＮＴＩにより
スクランブルされた第１のＣＲＣをもつ第１のＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）を復号
（および解釈）し、かつ第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第２のＣＲＣをも
つ第２のＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）を復号（および解釈）するようには構成され
なかった。しかしながら、本明細書に開示されるシステムおよび方法によれば、第１のＣ
－ＲＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつＰＤＣＣＨを復号（および解釈）する
のに加えて、ＵＥ１０２は、第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつ
ＰＤＣＣＨを復号（および解釈）するように構成される。
【００５２】
　例は、次のように示される。リリース１１およびそれ以前では、ＵＥは、プライマリセ
ル（ＰＣｅｌｌ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）の共通サーチスペースと、各在圏セル（例
えば、ＰＣｅｌｌおよびセカンダリセル（単数または複数）（ＳＣｅｌｌ：ｓｅｃｏｎｄ
ａｒｙ　ｃｅｌｌ））のＵＥ１０２固有のサーチスペースとにおいてＰＤＣＣＨをモニタ
または復号するように構成された。サーチスペースは、復号されることになる候補ＰＤＣ
ＣＨ（またはＥＰＤＣＣＨ）のセットとして定義される。ＵＥは、また、これらのサーチ
スペースにおいてモニタまたは復号されるべきＤＣＩフォーマットの種類を用いて構成さ
れる。ＵＥは、さらに、これらのサーチスペースの各ＰＤＣＣＨにおいてＤＣＩフォーマ
ットをもつＤＣＩでモニタまたは復号されるべき（ＤＣＩフォーマットに対応する）ＲＮ
ＴＩの種類を用いて構成される。
【００５３】
　いくつかの場合、ＵＥ１０２は、Ｃ－ＲＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつ
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ＰＤＣＣＨをモニタまたは復号するように、一時Ｃ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた
ＣＲＣをもつＰＤＣＣＨをモニタまたは復号するように、セミパーシステント・スケジュ
ーリングＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつＰＤＣＣＨをもつモニタま
たは復号するように構成されるなどである。ＤＣＩフォーマットをもつＰＤＣＣＨをＵＥ
が復号するときに、ＵＥは、復号されるように構成されたいくつかのＲＮＴＩを合致させ
ようと試みる。ＵＥは、次に、サーチスペースにおけるすべてのＰＤＣＣＨをＵＥがチェ
ックし終えるまで、それらのＲＮＴＩを用いて、同じか、または異なるＤＣＩフォーマッ
トをもつＰＤＣＣＨを復号しようと試みる。これは、「ブラインド復号」と呼ばれる。い
くつかの実装では、ＵＥのために１つのＣ－ＲＮＴＩのみが構成され、１つ以上のＤＣＩ
フォーマットをもつ複数のＰＤＣＣＨを復号するためにこのＣ－ＲＮＴＩが用いられる。
しかしながら、本明細書に開示されるシステムおよび方法によれば、リリース１１および
それ以前の振舞いに加えて、ＵＥ１０２は、１次無線接続のための第１のＣ－ＲＮＴＩに
加えて、２次無線接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩを割り当てられる。１次接続の共通サ
ーチスペースと、各在圏セルのＵＥ１０２固有のサーチスペースとにおいて第１のＣ－Ｒ
ＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつ各ＰＤＣＣＨを復号するのに加えて、ＵＥ
１０２は、２次接続の共通サーチスペースと、各在圏セルのＵＥ１０２固有のサーチスペ
ースとにおいて第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされたＣＲＣをもつ各ＰＤＣＣＨ
を復号するように構成される。
【００５４】
　いくつかの実装において、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、図１に示される
モジュールのうちの１つを含む。例えば、一実装において、ＵＥオペレーション・モジュ
ール１２４は、ランダムアクセス手順モジュール１２６のみを含む。別の実装では、ＵＥ
オペレーション・モジュール１２４は、Ｃ－ＲＮＴＩインタプリタ１３０のみを含む。他
の実装では、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、図１に示される複数のモジュー
ルおよびその任意の組み合わせを含む。例えば、ＵＥ１０２は、ランダムアクセス手順モ
ジュール１２６、Ｃ－ＲＮＴＩインタプリタ１３０およびＵＥ無線接続確定モジュール１
２８のうちの少なくとも２つを含む。
【００５５】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４８を１つ以上の受信機１２０に提
供する。例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、下りリンク・スケジューリ
ング情報または間欠受信（ＤＲＸ：ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）
構成などに基づいて、送信をいつ受信すべきか、またはいつすべきでないかを受信機（単
数または複数）１２０に通知する。
【００５６】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３８を復調器１１４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想される
変調パターンを復調器１１４に通知する。
【００５７】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３６をデコーダ１０８に提供する。
例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想され
る符号化法をデコーダ１０８に通知する。
【００５８】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４２をエンコーダ１５０に提供する
。情報１４２は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例えば
、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、送信データ１４６および／または他の情報
１４２を符号化するようにエンコーダ１５０に命令する。他の情報１４２は、ＲＲＣメッ
セージを含む。
【００５９】
　エンコーダ１５０は、送信データ１４６および／またはＵＥオペレーション・モジュー
ル１２４によって提供された他の情報１４２を符号化する。例えば、データ１４６および
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／または他の情報１４２の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のための
空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。
エンコーダ１５０は、符号化データ１５２を変調器１５４へ供給する。
【００６０】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４４を変調器１５４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０への送信に用いるための
変調型（例えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１５４に通知する。変調器
１５４は、１つ以上の変調信号１５６を１つ以上の送信機１５８へ供給するために符号化
データ１５２を変調する。
【００６１】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４０を１つ以上の送信機１５８に提
供する。この情報１４０は、１つ以上の送信機１５８に対する命令を含む。例えば、ＵＥ
オペレーション・モジュール１２４は、信号をｅＮＢ１６０へいつ送信すべきかを１つ以
上の送信機１５８に命令する。１つ以上の送信機１５８は、変調信号（単数または複数）
１５６を１つ以上のｅＮＢ１６０へアップコンバートして送信する。
【００６２】
　ｅＮＢ１６０は、１つ以上のトランシーバ１７６、１つ以上の復調器１７２、１つ以上
のデコーダ１６６、１つ以上のエンコーダ１０９、１つ以上の変調器１１３、データバッ
ファ１６２およびｅＮＢオペレーション・モジュール１８２を含む。例えば、ｅＮＢ１６
０では１つ以上の受信および／または送信経路が実装される。便宜上、ｅＮＢ１６０では
単一のトランシーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変
調器１１３のみが示されるが、複数の並列要素（例えば、トランシーバ１７６、デコーダ
１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変調器１１３）が実装されてもよい。
【００６３】
　トランシーバ１７６は、１つ以上の受信機１７８および１つ以上の送信機１１７を含む
。１つ以上の受信機１７８は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２から
信号を受信する。例えば、受信機１７８は、１つ以上の受信信号１７４を作り出すために
信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１７４は、復調器１７２へ供
給される。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いて信号を
ＵＥ１０２へ送信する。例えば、１つ以上の送信機１１７は、１つ以上の変調信号１１５
をアップコンバートして送信する。
【００６４】
　復調器１７２は、１つ以上の復調信号１７０を作り出すために１つ以上の受信信号１７
４を復調する。１つ以上の復調信号１７０は、デコーダ１６６へ供給される。ｅＮＢ１６
０は、信号を復号するためにデコーダ１６６を用いる。デコーダ１６６は、１つ以上の復
号信号１６４、１６８を作り出す。例えば、第１のｅＮＢ復号信号１６４は、データバッ
ファ１６２に記憶される、受信されたペイロード・データを備える。第２のｅＮＢ復号信
号１６８は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２
のｅＮＢ復号信号１６８は、１つ以上のオペレーションを行うためにｅＮＢオペレーショ
ン・モジュール１８２によって用いられるデータ（例えば、ＰＵＳＣＨ送信データ）を供
給する。
【００６５】
　一般に、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮＢ１６０が１つ以上のＵＥ
１０２と通信し、かつ１つ以上のネットワークノード（例えば、モビリティ管理エンティ
ティ（ＭＭＥ：ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）、在圏ゲート
ウェイ（Ｓ－ＧＷ：ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇａｔｅｗａｙ）、ｅＮＢ）と通信することを可能
にする。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、接続制御メッセージ管理モジュー
ル１９４およびＣ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６のうちの１つ以上を含む。
【００６６】
　接続制御メッセージ管理モジュール１９４は、接続制御メッセージを取得する。いくつ
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かの実装において、接続制御メッセージを取得するステップは、接続制御メッセージを受
信するステップを含む。例えば、ＰｅＮＢ（またはソースＳｅＮＢ）は、ＳｅＮＢ（また
はターゲットＳｅＮＢ）によって生成された接続制御メッセージを受信する。接続制御メ
ッセージは、２次無線接続のための接続制御情報を含む。接続制御メッセージのメッセー
ジ構造は、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティが含まれるか否かを切り替える
ことが可能である。例えば、接続制御メッセージは、２次無線接続において新しい接続を
追加するか、またはハンドオーバを行うようにＵＥ１０２に指示する。接続制御メッセー
ジは、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる。
【００６７】
　別の実装では、接続制御メッセージ管理モジュール１９４は、接続制御メッセージを生
成する。例えば、ＳｅＮＢ（またはターゲットＳｅＮＢ）は、接続制御メッセージを生成
する。図１６および１７のうちの少なくとも１つと関連して記載されるであろうように、
ＳｅＮＢ（またはターゲットＳｅＮＢ）は、受信された情報に基づいて接続制御メッセー
ジを生成する。
【００６８】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ１０２へシグナリングされることに
なるＲＲＣ接続再構成メッセージも生成する。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、ハンドオ
ーバ・コマンドおよび／または接続制御メッセージを含んでも、含まなくてもよい。例え
ば、ｅＮＢ１６０は、透過的コンテナとして別のｅＮＢからハンドオーバ・コマンドおよ
び／または接続制御メッセージを受信する。ｅＮＢ１６０は、受信された透過的コンテナ
を含むＲＲＣ接続再構成メッセージを生成して、このＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ
１０２へ送信する。
【００６９】
　Ｃ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６は、Ｃ－ＲＮＴＩを取得する。例えば、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ管理モジュール１９６は、２次無線接続に対応する第２のＣ－ＲＮＴＩを取得する。一
例によれば、ｅＮＢ１６０（例えば、ＰｅＮＢ）は、別のｅＮＢ１６０（例えば、ＳｅＮ
Ｂ）からＣ－ＲＮＴＩを受信する。別の例では、Ｃ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６は、
別のデバイスからＣ－ＲＮＴＩを受信する。例えば、ＳｅＮＢは、ネットワークサーバか
らＣ－ＲＮＴＩを受信する。
【００７０】
　いくつかの実装において、Ｃ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６は、無線接続のためのＣ
－ＲＮＴＩを予約する。例えば、ＳｅＮＢは、２次無線接続のためのＣ－ＲＮＴＩを予約
する。ＳｅＮＢは、次に、予約されたＣ－ＲＮＴＩを接続制御メッセージで送信する。Ｃ
－ＲＮＴＩを含んだ接続制御メッセージは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを通じてＵＥ１
０２へ送信される。
【００７１】
　いくつかの実装において、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、図１に示され
るモジュールのうちの１つを含む。例えば、一実装において、ｅＮＢオペレーション・モ
ジュール１８２は、接続制御メッセージ管理モジュール１９４のみを含む。別の実装では
、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、Ｃ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６のみ
を含む。他の実装では、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、図１に示される複
数のモジュールを含む。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、接続制御
メッセージ管理モジュール１９４およびＣ－ＲＮＴＩ管理モジュール１９６を含む。
【００７２】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９０を１つ以上の受信機１７８に
提供する。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、送信をいつ受信すべき
か、またはいつすべきでないかを受信機（単数または複数）１７８に通知する。
【００７３】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８８を復調器１７２に提供する。
例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２か
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らの送信に予想される変調パターンを復調器１７２に通知する。
【００７４】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８６をデコーダ１６６に提供する
。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２
からの送信に予想される符号化法をデコーダ１６６に通知する。
【００７５】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０１をエンコーダ１０９に提供す
る。情報１０１は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例え
ば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、送信データ１０５および／または他の
情報１０１を符号化するようにエンコーダ１０９に命令する。他の情報１０１は、ＲＲＣ
メッセージを含む。
【００７６】
　エンコーダ１０９は、送信データ１０５および／またはｅＮＢオペレーション・モジュ
ール１８２によって提供された他の情報１０１を符号化する。例えば、データ１０５およ
び／または他の情報１０１の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のため
の空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う
。エンコーダ１０９は、符号化データ１１１を変調器１１３へ供給する。送信データ１０
５は、ＵＥ１０２へ伝えられることになるネットワークデータを含む。
【００７７】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０３を変調器１１３に提供する。
この情報１０３は、変調器１１３に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢオペレーション・
モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２への送信に用いるための変調型（例
えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１１３に通知する。変調器１１３は、
１つ以上の変調信号１１５を１つ以上の送信機１１７へ供給するために符号化データ１１
１を変調する。
【００７８】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９２を１つ以上の送信機１１７に
提供する。この情報１９２は、１つ以上の送信機１１７に対する命令を含む。例えば、ｅ
ＮＢオペレーション・モジュール１８２は、信号をＵＥ（単数または複数）１０２へいつ
送信すべきか（またはいつすべきでないか）を１つ以上の送信機１１７に命令する。１つ
以上の送信機１１７は、１つ以上のＵＥ１０２へ変調信号（単数または複数）１１５をア
ップコンバートして送信する。
【００７９】
　留意すべきは、ｅＮＢ（単数または複数）１６０およびＵＥ（単数または複数）１０２
に含まれる要素またはその部分の１つ以上がハードウェアで実装されてもよいことである
。例えば、これらの要素またはその部分の１つ以上は、チップ、回路素子またはハードウ
ェア・コンポーネントなどとして実装されてもよい。同様に留意すべきは、本明細書に記
載される機能または方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよく、および／または
ハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書に記載される方法の
１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、大規模集積（ＬＳＩ：
ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ）回路または集積回路などで実装されて
もよく、および／またはそれらを用いて実現されてもよい。
【００８０】
　図２は、ＵＥ１０２によって複数の無線接続を確立するための方法２００の一構成を示
すフロー図である。ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮ上の第１のポイントとの
間の１次無線接続を確立する（ステップ２０２）。例えば、第１のｅＮＢ１６０（例えば
、第１のポイント）は、Ｅ－ＵＴＲＡＮに属する。一構成において、第１のｅＮＢ１６０
は、ＰｅＮＢである。ＵＥ１０２は、Ｕｕインターフェースを用いてＰｅＮＢに接続する
。別の構成では、第１のｅＮＢ１６０は、ＳｅＮＢである。
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【００８１】
　ＵＥ１０２は、接続制御メッセージを受信する（ステップ２０４）。例えば、ＵＥ１０
２は、接続制御メッセージ（例えば、接続制御情報）を含むＲＲＣ接続再構成メッセージ
（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ）を
受信する（ステップ２０４）。接続制御メッセージは、２次無線接続のための接続制御と
して用いられる。接続制御情報は、無線接続のための無線ベアラ構成、無線接続のための
Ｃ－ＲＮＴＩ、セルの物理セル識別子、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティ、
セキュリティ・アルゴリズム識別子、アクセス・パラメータ、システム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）などのうちの１つ以上を含
む。ＵＥ１０２は、ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢのいずれかである第１のｅＮＢ１６０
から接続再構成メッセージを受信する（ステップ２０４）。
【００８２】
　上記のように、接続制御メッセージは、無線接続において接続（例えば、２次無線接続
）の追加およびハンドオーバのうちの少なくとも１つを行うようにＵＥ１０２に指示する
。例えば、接続制御メッセージは、ＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮとの間の新しい接続を追
加するようにＵＥ１０２に指示する。接続を追加するステップは、無線接続に割り当てら
れたＣ－ＲＮＴＩを受信することを含む。Ｃ－ＲＮＴＩをＵＥ１０２に割り当てるための
いくつかの方法がある。例は、次のように示される。最初に、Ｃ－ＲＮＴＩがＭＡＣサブ
レイヤに割り当てられる。ランダムアクセス手順では、一時Ｃ－ＲＮＴＩが割り当てられ
る。いくつかの実装において、一時Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセス応答メッセージに
含められる。この実装では、ＵＥ１０２がランダムアクセス成功を検出して、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉをまだ有さないときに、一時Ｃ－ＲＮＴＩは、Ｃ－ＲＮＴＩへレベルを上げられる。Ｃ
－ＲＮＴＩは、その後、他のメッセージによって落とされる。ＵＥ１０２がランダムアク
セス成功を検出して、Ｃ－ＲＮＴＩをすでに有する場合、ＵＥ１０２は、そのＣ－ＲＮＴ
Ｉを再び用い始める。例えば、ランダムアクセスの目的がＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態からの、
またはＲＲＣ接続再確立手順後の最初のアクセスであるときに、ＵＥ１０２は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩをまだ有さない。この場合、一時Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセス成功のときにレ
ベルを上げられる。このステップは、リリース１１およびそれ以前に従って行われる。
【００８３】
　別の例では、ハンドオーバ・コマンドを含むＲＲＣ接続再構成メッセージが無線接続に
おいてハンドオーバを行うようにＵＥ１０２に指示する。ハンドオーバを行うステップは
、ＵＥ１０２のＣ－ＲＮＴＩをアップデートするステップを含む。例えば、ＵＥ１０２が
ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にある場合、Ｃ－ＲＮＴＩは、ハンドオーバ手順のとき
に変更される（例えば、アップデートされる）。ターゲットＰＣｅｌｌのための新しいＣ
－ＲＮＴＩは、ｅＮＢ１６０からＵＥ１０２へソースＰＣｅｌｌにおけるハンドオーバ・
コマンド（例えば、ＭｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）で供給される。このＣ－
ＲＮＴＩ割り当ては、ＲＲＣサブレイヤで行われる。この例では、ＵＥ１０２は、複数の
Ｃ－ＲＮＴＩを有するが、新しいＣ－ＲＮＴＩは、初期化、ターゲットＰＣｅｌｌの下り
リンクへの同期後に適用される。このステップは、リリース１１およびそれ以前に従って
行われる。加えて、いくつかの実装において、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる
接続制御メッセージは、第２の無線接続のためのＣ－ＲＮＴＩ、ターゲットセルの物理セ
ル識別子、セキュリティ・アルゴリズム識別子および専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデ
ンティティのうちの少なくとも１つを含む。これは、（例えば、リリース１２仕様のため
の）新しい手順である。
【００８４】
　ＵＥ１０２は、接続制御メッセージを受信したことに応答して、２次無線接続のための
ランダムアクセス手順を行う。接続制御メッセージに応答して、ＵＥ１０２は、専用ＲＡ
ＣＨプリアンブルが接続制御メッセージ中に示されるかどうかを確定する（ステップ２０
６）。例えば、接続制御メッセージは、専用ＲＡＣＨプリアンブルを示すパラメータを含
む。専用ＲＡＣＨプリアンブルが接続制御メッセージ中に示されるとＵＥ１０２が確定し
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た（ステップ２０６）場合、ＵＥ１０２は、２次無線接続のための非競合ベースのランダ
ムアクセス手順を行う（ステップ２０８）。例えば、ＵＥ１０２は、競合のない手順を用
いてＲＡＣＨを通じてターゲットセルにアクセスする。これに対して、専用ＲＡＣＨプリ
アンブルが接続制御メッセージ中に示されないとＵＥ１０２が確定した（ステップ２０６
）場合、ＵＥ１０２は、競合ベースのランダムアクセス手順を行う（ステップ２１０）。
例えば、接続制御メッセージを含むＲＲＣ接続構成メッセージに応答して、ＵＥ１０２は
、ランダムアクセス手順を行う。
【００８５】
　図３は、ｅＮＢ１６０によって複数の無線接続を確立するための方法３００の一構成を
示すフロー図である。ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２との無線接続を確立する（ステップ３
０２）。例えば、第１のｅＮＢ１６０は、Ｅ－ＵＴＲＡＮに属する。一構成において、第
１のｅＮＢ１６０は、ＰｅＮＢである。第１のｅＮＢ１６０は、図１に関連して記載され
たようにＵｕインターフェースを用いてＵＥ１０２との無線接続を確立する（ステップ３
０２）。
【００８６】
　ｅＮＢ１６０は、２次無線接続のための接続制御メッセージを取得する（ステップ３０
４）。接続制御メッセージは、専用ＲＡＣＨプリアンブルが接続制御メッセージに含まれ
るかどうかを示す。（例えば、ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる）接続制御メッ
セージは、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティが含まれるか否かを切り替える
ことも可能である。
【００８７】
　いくつかの実装において、接続制御メッセージを取得するステップ３０４は、接続制御
メッセージを受信することを含む。例えば、上記のように、ＰｅＮＢは、接続制御メッセ
ージをＳｅＮＢから受信する。この例では、ＰｅＮＢは、接続制御メッセージをＵＥ１０
２へ（例えば、ＲＲＣ接続再構成メッセージで）送信する（ステップ３０６）。接続制御
メッセージを（例えば、ＲＲＣ接続再構成メッセージで）受信する別の例は、次のように
示される。ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢは、接続制御メッセージをターゲットＳｅＮＢ
から受信する。この例では、ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢは、接続制御メッセージを含
んだＲＲＣ接続再構成メッセージを生成する。ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢは、次に、
接続制御メッセージを含んだＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ１０２へ送信する（ステ
ップ３０６）。
【００８８】
　いくつかの実装において、接続制御メッセージは、２次無線接続においてセル間のハン
ドオーバに用いられる。例えば、ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢは、接続制御メッセージ
をターゲットＳｅＮＢから受信する（ターゲットＳｅＮＢから受信された接続制御メッセ
ージがＰｅＮＢとソースＳｅＮＢとの間で交換または共有できるので、この例では記載さ
れない）。ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢは、（接続制御メッセージを含んだ）ＲＲＣ接
続再構成メッセージをＵＥ１０２へ送信する（示されない）。いくつかの例では、接続制
御メッセージは、用いられない。その代わりに、ハンドオーバ・コマンド（例えば、Ｍｏ
ｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）が用いられ、２次無線接続におけるハンドオーバ
・コマンドは、１次無線接続において用いられるＲＲＣ接続再構成メッセージとは区別さ
れる、２次ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる。次に、２次ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージが２次ＲＲＣ接続再構成メッセージに対する確認応答としてＵＥ１０２からタ
ーゲットＳｅＮＢへ送信される。２次ＲＲＣ接続再構成完了メッセージは、１次無線接続
において用いられるＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは区別される。
【００８９】
　他の実装では、接続制御メッセージを取得するステップ３０４は、接続制御メッセージ
を生成することを含む。例えば、ＳｅＮＢは、接続制御メッセージを生成する。ＳｅＮＢ
は、別のｅＮＢ（例えば、ＰｅＮＢ）から受信された情報に基づいて接続制御メッセージ
を生成する。この例では、ＳｅＮＢは、接続制御メッセージをＰｅＮＢへ送信する（ステ
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ップ３０６）。ＰｅＮＢは、次に、接続制御メッセージを（例えば、ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージで）ＵＥ１０２へ転送する。従って、ＳｅＮＢは、接続制御メッセージをＰｅＮ
Ｂ経由でＵＥ１０２へ送信する（ステップ３０６）。
【００９０】
　接続制御メッセージを生成する別の例は、次のように示される。ターゲットＳｅＮＢは
、接続制御メッセージを生成する。この例では、ターゲットＳｅＮＢは、接続制御メッセ
ージを別のｅＮＢ（例えば、ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢ）へ送信する（ステップ３０
６）。別のｅＮＢは、次に、接続制御メッセージをＵＥ１０２へ転送する。従って、ター
ゲットＳｅＮＢは、接続制御メッセージを別のｅＮＢ経由でＵＥ１０２へ送信する（ステ
ップ３０６）。
【００９１】
　図４は、非競合ベースのランダムアクセス手順４００の一構成を示すスレッド図である
。ｅＮＢ４６０は、ランダムアクセスプリアンブル割り当てを送信する（ステップ４０１
）。例えば、ｅＮＢ４６０は、非競合ランダムアクセスプリアンブル（例えば、ブロード
キャスト・シグナリングで送信されるセット内にはないランダムアクセスプリアンブル）
をＵＥ４０２に割り当てる。いくつかの実装において、ｅＮＢ４６０は、下りリンクでの
専用シグナリングを通じて（例えば、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティを通
じて）ランダムアクセスプリアンブルを割り当てる（ステップ４０１）。
【００９２】
　ＵＥ４０２は、次に、割り当てられた非競合ランダムアクセスプリアンブルをｅＮＢ４
６０へ送信する（ステップ４０３）。いくつかの実装において、ＵＥ４０２は、割り当て
られた非競合ランダムアクセスプリアンブルを上りリンク送信におけるＲＡＣＨ上で送信
する（ステップ４０３）。
【００９３】
　ｅＮＢ４６０は、次に、ランダムアクセス応答をＵＥ４０２へ送信する（ステップ４０
５）。ランダムアクセス応答は、ＭＡＣによりＤＬ－ＳＣＨ上に生成される。ＵＥ４０２
は、ランダムアクセス応答を受信する。
【００９４】
　図５は、競合ベースのランダムアクセス手順５００の一構成を示すスレッド図である。
ＵＥ５０２は、ランダムアクセスプリアンブルを選択する。例えば、ＵＥ５０２は、ブロ
ードキャスト・シグナリングで通知されたセットからランダムアクセスプリアンブルをラ
ンダムに選択する。ＵＥ５０２は、次に、ランダムに選択されたランダムアクセスプリア
ンブルを（例えば、上りリンク送信におけるＲＡＣＨ上で）ｅＮＢ５６０へ送信する（ス
テップ５０１）。
【００９５】
　ｅＮＢ５６０は、ランダムアクセス応答を送信する（ステップ５０３）。ＵＥ５０２は
、ランダムアクセス応答を受信する。ランダムアクセス応答は、一時Ｃ－ＲＮＴＩを含む
。ランダムアクセス応答は、ＭＡＣによりＤＬ－ＳＣＨ上に生成される。
【００９６】
　ＵＥ５０２は、次に、第１のスケジュールされた上りリンク送信をＵＬ－ＳＣＨ上で送
る（ステップ５０５）。言い換えれば、ＵＥ５０２は、一時Ｃ－ＲＮＴＩによってスケジ
ュールされた上りリンク送信を送る（ステップ５０５）。
【００９７】
　ｅＮＢ５６０は、ＵＥ５０２によって受信される、競合解消を送信する（ステップ５０
７）。競合解消は、ＵＥ５０２が識別されたことを確認する情報を含む。
【００９８】
　図６は、ＵＥ１０２によって複数の無線接続を確立するための方法６００の別の構成を
示すフロー図である。ＵＥ１０２は、第１のＰＤＣＣＨを受信する（ステップ６０２）。
第１のＰＤＣＣＨは、１次無線接続において第１のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされ
た第１のＣＲＣを含む。本明細書では、用語ＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣ
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Ｈを指す。例として、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＣＣＨの一例である。第１のＰＤＣＣＨ（ま
たは第１のＥＰＤＣＣＨ）は、第１のＣＲＣを用いて暗黙的に符号化された第１のＲＮＴ
Ｉ（例えば、第１のＣ－ＲＮＴＩ）を含む。例えば、ＣＲＣパリティビットの第１のセッ
トは、第１のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされる。
【００９９】
　ＵＥ１０２は、次に、第１のＰＤＣＣＨ（または第１のＥＰＤＣＣＨ）を復号する（ス
テップ６０４）。第１のＰＤＣＣＨを復号するステップ６０４は、図１に関連して記載さ
れたように第１のＰＤＣＣＨを解釈することを含む。第１のＰＤＣＣＨは、１次無線接続
においてｅＮＢ１６０からＵＥ１０２へ送信される。
【０１００】
　ＵＥ１０２は、第２のＰＤＣＣＨを受信する（ステップ６０６）。第２のＰＤＣＣＨは
、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた第２のＣＲＣを含
む。第２のＰＤＣＣＨ（または第２のＥＰＤＣＣＨ）は、第２のＣＲＣを用いて暗黙的に
符号化された第２のＣ－ＲＮＴＩを含む。例えば、ＣＲＣパリティビットの第２のセット
は、第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされる。
【０１０１】
　ＵＥ１０２は、次に、第２のＰＤＣＣＨ（または第２のＥＰＤＣＣＨ）を復号する（ス
テップ６０８）。第２のＰＤＣＣＨを復号するステップ６０８は、図１に関連して記載さ
れたように第２のＰＤＣＣＨを解釈することを含む。第２のＰＤＣＣＨは、２次無線接続
においてｅＮＢ１６０からＵＥ１０２へ送信される。
【０１０２】
　図７は、ｅＮＢ１６０によって複数の無線接続を確立するための方法７００の別の構成
を示すフロー図である。ｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２との無線接続を確立する（ステップ
７０２）。いくつかの実装において、これは、図３に関連して記載されたように行われる
。
【０１０３】
　ｅＮＢ１６０は、２次無線接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩを管理する。例えば、ｅＮ
Ｂ１６０は、第２の無線接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩを１次無線接続のための第１の
Ｃ－ＲＮＴＩを有するＵＥ１０２に割り当てる（ステップ７０４）。Ｃ－ＲＮＴＩを各無
線接続に割り当てるステップは、無線リソース管理のフレキシビリティを高めることを可
能にする。いくつかの実装において、第２のＣ－ＲＮＴＩを管理するステップは、Ｃ－Ｒ
ＮＴＩを別のデバイス（例えば、別のｅＮＢ１６０（例えば、ＳｅＮＢ）またはサーバ）
から受信することを含む。例えば、ＰｅＮＢは、第２のＣ－ＲＮＴＩを予約したＳｅＮＢ
から２次無線接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩを受信する。この例では、ｅＮＢ１６０は
、第２のＣ－ＲＮＴＩをＵＥ１０２へ送信する。留意すべきは、第２のＣ－ＲＮＴＩが、
ｅＮＢ１６０からＵＥ１０２へのＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる接続制御メッ
セージに含まれることである。
【０１０４】
　別の例では、第２のＣ－ＲＮＴＩを管理するステップは、第２のＣ－ＲＮＴＩを生成す
るステップを含む。第２のＣ－ＲＮＴＩを生成するステップは、Ｃ－ＲＮＴＩを予約する
ステップを含む。例えば、ＳｅＮＢは、２次無線接続のためのＣ－ＲＮＴＩを予約する。
この例では、ＳｅＮＢは、第２のＣ－ＲＮＴＩを、例えば、別のｅＮＢ（例えば、ＰｅＮ
ＢまたはソースＳｅＮＢ）へ送信する。ｅＮＢ１６０は、次に、第２のＣ－ＲＮＴＩをＵ
Ｅ１０２へ送信する。第２のＣ－ＲＮＴＩは、ｅＮＢ１６０からＵＥ１０２へのＲＲＣ接
続再構成メッセージに含められる接続制御メッセージに含まれる。
【０１０５】
　ｅＮＢ１６０は、２次無線接続において第２のＣ－ＲＮＴＩによりスクランブルされた
第２のＣＲＣを含む第２のＰＤＣＣＨを送信する（ステップ７０６）。例えば、第２のＣ
－ＲＮＴＩが接続制御メッセージによってＵＥ１０２に割り当てられた後、ＵＥ１０２は
、第２のＣ－ＲＮＴＩを有する。ＵＥ１０２が２次無線接続のための第２のＣ－ＲＮＴＩ
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を有した後、第２のＣ－ＲＮＴＩを送信するステップ７０６は、上記のように、第２のＣ
－ＲＮＴＩに基づいてＣＲＣパリティビットのセットをスクランブルすることを含む。こ
の例では、ｅＮＢ１６０は、Ｃ－ＲＮＴＩ（および対応するＣＲＣ）をＰＤＣＣＨ（また
はＥＰＤＣＣＨ）で送信する（ステップ７０６）。留意すべきは、ｅＮＢ１６０がＣ－Ｒ
ＮＴＩをＵＥ１０２へ直接または（例えば、別のｅＮＢ経由で）間接的に送信してもよい
ことである。
【０１０６】
　図８は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたＥ－ＵＴＲ
ＡＮアーキテクチャ８２３の一構成を示すブロック図である。図８に関連して記載される
ＵＥ８０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装される。図８に関連し
て記載されるｅＮＢ８６０は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装され
る。Ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャ８２３では、Ｅ－ＵＴＲＡＮ８３５は、Ｅ－ＵＴＲＡ
ユーザプレーン（パケットデータ・コンバージェンス・プロトコル（ＰＤＣＰ：ｐａｃｋ
ｅｔ　ｄａｔａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）／無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）／ＭＡＣ／ＰＨＹ）および制御プレーン（
ＲＲＣ）プロトコル終端をＵＥ８０２に提供する、１つ以上のｅＮＢ８６０を含む。ｅＮ
Ｂ８６０は、（図示されない）Ｘ２インターフェースにより相互接続される。ｅＮＢ８６
０は、Ｓ１インターフェース８３１、８３３により進化型パケットコア（ＥＰＣ：ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｃｏｒｅ）８２５にも接続される。例として、ｅＮＢ８６０は
、Ｓ１－ＭＭＥ８３１インターフェースによりモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）８
２７に、およびＳ１－Ｕインターフェース８３３により在圏ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）８
２９に接続される。Ｓ１インターフェース８３１、８３３は、ＭＭＥ８２７、Ｓ－ＧＷ８
２９およびｅＮＢ８６０の間の多対多の関係をサポートする。Ｓ１－ＭＭＥインターフェ
ース８３１は、制御プレーンのためのＳ１インターフェースであり、Ｓ１－Ｕインターフ
ェース８３３は、ユーザプレーンのためのＳ１インターフェースである。Ｕｕインターフ
ェース８３７は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ８３５の無線プロトコルのためのＵＥ８０２とｅＮＢ８
６０との間の無線インターフェースである。
【０１０７】
　ｅＮＢ８６０は、様々な機能をホスティングする。例えば、ｅＮＢ８６０は、無線リソ
ース管理（例えば、無線ベアラ制御、無線受付制御、接続モビリティ制御、上りリンクお
よび下りリンクの両方（のスケジューリング）でのリソースのＵＥ８０２への動的な割り
当て）のための機能をホスティングする。ｅＮＢ８６０は、また、ユーザデータストリー
ムのＩＰヘッダ圧縮および暗号化、ＵＥ８０２によって提供された情報からＭＭＥ８２７
へのルーティングを確定できないときのＵＥ８０２アタッチメントにおけるＭＭＥ８２７
の選択、ならびにユーザプレーン・データの在圏ゲートウェイ８２９へのルーティングを
行う。加えて、ｅＮＢ８６０は、（ＭＭＥ８２７から生じた）ページング・メッセージの
スケジューリングおよび送信、（ＭＭＥ８２７または運用保守（Ｏ＆Ｍ：ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）から生じた）ブロードキャスト情報のスケジュ
ーリングおよび送信、モビリティおよびスケジューリングに関する測定ならびに測定報告
構成、および（ＭＭＥ８２７から生じた）（地震および津波警報システム（ＥＴＷＳ：ｅ
ａｒｔｈｑｕａｋｅ　ａｎｄ　ｔｓｕｎａｍｉ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）ならび
に商用携帯警報システム（ＣＭＡＳ：ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ａｌｅｒｔ
　ｓｙｓｔｅｍ）を含む）公衆警報システム（ＰＷＳ：ｐｕｂｌｉｃ　ｗａｒｎｉｎｇ　
ｓｙｓｔｅｍ）メッセージのスケジューリングおよび送信を行う。ｅＮＢ８６０は、さら
に、上りリンクにおけるクローズド・サブスクライバ・グループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ
　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）処理およびトランスポート・レベルのパケット・
マーキングを行う。
【０１０８】
　ＭＭＥ８２７は、様々な機能をホスティングする。例えば、ＭＭＥ８２７は、非アクセ
ス層（ＮＡＳ：Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリング、ＮＡＳシグナリ
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ング・セキュリティ、アクセス層（ＡＳ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）セキュリティ
制御、３ＧＰＰアクセス・ネットワーク間モビリティに関するコアネットワーク（ＣＮ：
ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）ノード間シグナリング、および（ページング再送信の制御お
よび実行を含む）アイドルモードＵＥ到達性を行う。ＭＭＥ８２７は、（アイドルおよび
アクティブモードにおけるＵＥ８０２のための）トラッキングエリア・リスト管理、パケ
ットデータ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ：ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　ｇａｔｅｗａｙ）およびＳ－ＧＷ選択、ＭＭＥ８２７変更を伴うハンドオ
ーバのためのＭＭＥ８２７選択、２Ｇまたは３Ｇ　３ＧＰＰアクセス・ネットワークへの
ハンドオーバのための在圏ＧＰＲＳサポート・ノード（ＳＧＳＮ：Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰ
ＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）選択も行う。加えて、ＭＭＥ８２７は、ローミング、
認証および（専用ベアラ確立を含む）ベアラ管理機能をホスティングする。ＭＭＥ８２７
は、（ＥＴＷＳおよびＣＭＡＳを含む）ＰＷＳメッセージ送信にサポートを提供し、随意
的にページング最適化を行う。
【０１０９】
　Ｓ－ＧＷ８２９は、次の機能もホスティングする。Ｓ－ＧＷ８２９は、ｅＮＢ８６０間
ハンドオーバのためのローカル・モビリティ・アンカーポイントをホスティングする。Ｓ
－ＧＷ８２９は、３ＧＰＰ間モビリティに関するモビリティ・アンカリング、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮアイドルモード下りリンク・パケット・バッファリングおよびネットワークによりト
リガされたサービス要求手順の開始、合法的傍受、ならびにパケット・ルーティングおよ
びフォワーディングを行う。Ｓ－ＧＷ８２９は、下りリンクおよび上りリンクでのトラン
スポート・レベルのパケット・マーキング、オペレータ間課金のためのユーザおよびＱｏ
Ｓクラス識別子（ＱＣＩ：ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）粒度に関するア
カウンティング、ならびにＵＥ８０２、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：ｐａｃｋ
ｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）およびＱＣＩごとのＵＬおよびＤＬ課金も行う。
【０１１０】
　シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ：Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ）
は、ＲＲＣおよびＮＡＳメッセージの送信にのみ用いられる無線ベアラ（ＲＢ：Ｒａｄｉ
ｏ　Ｂｅａｒｅｒ）である。３つのＳＲＢが定義される。ＳＲＢ０は、ＲＲＣメッセージ
に用いられ、このメッセージは、ＣＣＣＨ論理チャネルを用いる。ＳＲＢ１は、ＳＲＢ２
が確立する前にＮＡＳメッセージだけでなく（ピギーバックＮＡＳメッセージを含む）Ｒ
ＲＣメッセージに用いられ、これらのメッセージは、すべてがＤＣＣＨ論理チャネルを用
いる。ＳＲＢ２は、ＮＡＳメッセージだけでなく記録された測定情報を含むＲＲＣメッセ
ージに用いられ、これらのメッセージは、すべてがＤＣＣＨ論理チャネルを用いる。ＳＲ
Ｂ２は、ＳＲＢ１より低いプライオリティを有し、セキュリティ活性化後にＥ－ＵＴＲＡ
Ｎ８３５によって構成される。
【０１１１】
　ＲＲＣ接続確立は、ＳＲＢ１の確立を伴う。初期セキュリティ活性化手順を開始すると
、Ｅ－ＵＴＲＡＮ８３５は、ＳＲＢ２およびＤＲＢの確立を開始する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ８
３５は、ＵＥ８０２から初期セキュリティ活性化の確認を受信する前にこれを行う。ＰＤ
ＣＰは、ＳＲＢ１、ＳＲＢ２およびＤＲＢごとに確立される。ＲＬＣは、ＳＲＢ０、ＳＲ
Ｂ１、ＳＲＢ２およびＤＲＢごとに確立される。
【０１１２】
　ＲＲＣは、ＵＥ８０２とＥ－ＵＴＲＡＮ８３５との間の一時識別子の割り当て、および
ＲＲＣ接続のためのＳＲＢの構成などを含めて、ＵＥ８０２とＥ－ＵＴＲＡＮ８３５の間
のＲＲＣ接続の確立、維持および解除に関与する。ＲＲＣは、ポイントツーポイントＲＢ
の確立、構成、維持および解除に関与する。
【０１１３】
　図９は、ユーザプレーン・プロトコルスタックの一構成を示すブロック図である。図９
に関連して記載されるＵＥ９０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装
される。図９に関連して記載されるｅＮＢ９６０は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１
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６０に従って実装される。ＵＥ９０２のためのユーザプレーン・プロトコルスタックは、
ＰＤＣＰ９３９ａ、ＲＬＣ９４１ａ、ＭＡＣ９４３ａおよびＰＨＹ９４５ａサブレイヤを
含む。ｅＮＢ９６０のためのユーザプレーン・プロトコルスタックは、対応するＰＤＣＰ
９３９ｂ、ＲＬＣ９４１ｂ、ＭＡＣ９４３ｂおよびＰＨＹ９４５ｂサブレイヤを含む。（
ネットワーク上のｅＮＢ９６０で終端する）ＰＤＣＰ９３９ｂ、ＲＬＣ９４１ｂ、ＭＡＣ
９４３ｂおよびＰＨＹ９４５ｂサブレイヤは、ユーザプレーンのための機能（例えば、ヘ
ッダ圧縮、暗号化、スケジューリング、自動再送要求（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒ
ｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：Ｈｙｂｒｉ
ｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ））を行う。異なるエンティテ
ィは、対応するサブレイヤによって識別される。例えば、ＰＤＣＰエンティティは、ＰＤ
ＣＰ９３９サブレイヤに位置し、ＲＬＣエンティティは、ＲＬＣサブレイヤ９４１に位置
し、ＭＡＣエンティティは、ＭＡＣサブレイヤ９４３に位置し、ＰＨＹエンティティは、
ＰＨＹサブレイヤ９４５に位置する。
【０１１４】
　マルチ接続性においては、ＵＥ９０２が１つより多いＰＨＹエンティティおよび１つよ
り多いＭＡＣエンティティを有することに留意すべきである。１つの無線接続（例えば、
無線インターフェース）は、１つのＰＨＹエンティティおよび１つのＭＡＣエンティティ
を含む。例えば、１次無線接続が１つのＰＨＹエンティティおよび１つのＭＡＣエンティ
ティを含み、２次無線接続が１つのＰＨＹエンティティおよび１つのＭＡＣエンティティ
を含む。ネットワークノードごとに無線リソース管理のフレキシビリティを有効にするた
めに、無線接続ごとに別個のＣ－ＲＮＴＩが割り当てられる。
【０１１５】
　図１０は、制御プレーン・プロトコルスタックの一構成を示すブロック図である。図１
０に関連して記載されるＵＥ１００２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って
実装される。図１０に関連して記載されるｅＮＢ１０６０は、図１に関連して記載された
ｅＮＢ１６０に従って実装される。図１０に関連して記載されるＭＭＥ１０２７は、図８
に関連して記載されたＭＭＥ８２７に従って実装される。
【０１１６】
　ＵＥ１００２のための制御プレーン・プロトコルスタックは、ＰＤＣＰ１０３９ａ、Ｒ
ＬＣ１０４１ａ、ＭＡＣ１０４３ａおよびＰＨＹ１０４５ａサブレイヤを含む。ＵＥ１０
０２は、ＮＡＳ１０４７ａおよびＲＲＣ１０４９ａサブレイヤも含む。ｅＮＢ１０６０の
ための制御プレーン・プロトコルスタックは、ＲＲＣ１０４９ｂ、ＰＤＣＰ１０３９ｂ、
ＲＬＣ１０４１ｂ、ＭＡＣ１０４３ｂおよびＰＨＹ１０４５ｂサブレイヤを含む。ＭＭＥ
１０２７は、ＮＡＳ１０４７ｂサブレイヤを含む。（ネットワーク側のｅＮＢ１０６０で
終端する）ＰＤＣＰ１０３９ｂサブレイヤは、制御プレーンのための機能（例えば、暗号
化およびインテグリティプロテクション）を行う。（ネットワーク側のｅＮＢ１０６０で
終端する）ＲＬＣ１０４１ｂおよびＭＡＣ１０４３ｂサブレイヤは、ユーザプレーンのた
めと同じ機能を行う。
【０１１７】
　（ネットワーク側のｅＮＢ１０６０で終端する）ＲＲＣ１０４９ｂサブレイヤは、次の
機能を行う。ＲＲＣ１０４９ｂサブレイヤは、ブロードキャスト機能、ページング、ＲＲ
Ｃ１０４９接続管理、無線ベアラ（ＲＢ）制御、モビリティ機能、ＵＥ１００２測定報告
および制御を行う。（ネットワーク側のＭＭＥ１０２７で終端する）ＮＡＳ１０４７制御
プロトコルは、とりわけ、進化型パケットシステム（ＥＰＳ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋ
ｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ）ベアラ管理、認証、進化型パケットシステム接続管理（ＥＣＭ：ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ）－ＩＤＬＥモビリティ処理、ＥＣＭ－ＩＤＬＥでのページング発信およびセキュリ
ティ制御を行う。
【０１１８】
　図１１は、第１のセル１１５３および第２のセル１１５５がコロケートされ、オーバー
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レイされて、ほぼ等しいカバレッジを有する、キャリアアグリゲーション構成を示すブロ
ック図である。従来のキャリアアグリゲーションでは、より広い送信バンド幅（例えば、
１００ＭＨｚまで）をサポートするために、２つ以上のコンポーネントキャリア（ＣＣ：
ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）が集約される。ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２の能力
に依存して１つまたは複数のＣＣ上で同時に受信または送信する。例えば、リリース１０
およびそれ以降によれば、キャリアアグリゲーションに対する受信および／または送信能
力をもつＵＥ１０２は、複数の在圏セルに対応する複数のＣＣ上で同時に受信および／ま
たは送信する。リリース８およびリリース９によれば、ＵＥ１０２は、１つの在圏セルに
対応する単一のＣＣ上で受信して、単一のＣＣ上で送信する。
【０１１９】
　キャリアアグリゲーションが構成されるときに、ＵＥ１０２は、ネットワークとの１つ
のＲＲＣ接続を有する。１つの無線インターフェースは、キャリアアグリゲーションを提
供する。ＲＲＣ接続確立、再確立およびハンドオーバの間に、１つの在圏セルは、ＮＡＳ
モビリティ情報（例えば、トラッキングエリア・アイデンティティ（ＴＡＩ：ｔｒａｃｋ
ｉｎｇ　ａｒｅａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ））を提供する。ＲＲＣ接続再確立およびハンドオ
ーバの間に、１つの在圏セルは、セキュリティ入力を供給する。このセルは、プライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれる。下りリンクでは、ＰＣｅｌｌに対応するコンポーネント
キャリアは、下りリンク・プライマリコンポーネントキャリア（ＤＬ　ＰＣＣ：ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）であり、一方で上り
リンクでは、ＰＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアは、上りリンク・プライマリ
コンポーネントキャリア（ＵＬ　ＰＣＣ：ｕｐｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１２０】
　ＵＥ１０２の能力に依存して、ＰＣｅｌｌとともに在圏セルのセットを形成するために
１つ以上のＳＣｅｌｌが構成される。下りリンクでは、ＳＣｅｌｌに対応するコンポーネ
ントキャリアは、下りリンク・セカンダリコンポーネントキャリア（ＤＬＳＣＣ：ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）であり、一方
で上りリンクでは、ＳＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアは、上りリンク・セカ
ンダリコンポーネントキャリア（ＵＬＳＣＣ：ｕｐｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１２１】
　ＵＥ１０２のための在圏セルの構成セットは、それゆえに、１つのＰＣｅｌｌおよび１
つ以上のＳＣｅｌｌからなる。ＳＣｅｌｌごとに、ＵＥ１０２による（下りリンク・リソ
ースに加えて）上りリンク・リソースの使用法を構成できる。構成されるＤＬＳＣＣの数
は、ＵＬＳＣＣの数以上であってもよく、いずれのＳｃｅｌｌも上りリンク・リソースの
みの使用のために構成されなくてもよい。
【０１２２】
　ＵＥ１０２の観点から、それぞれの上りリンク・リソースは、１つの在圏セルに属する
。構成される在圏セルの数は、ＵＥ１０２のアグリゲーション能力に依存する。ＰＣｅｌ
ｌは、ハンドオーバ手順によってのみ（例えば、セキュリティ・キー変更およびＲＡＣＨ
手順を用いて）変更される。ＰＣｅｌｌは、ＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ＳＣｅｌｌ
とは異なり、ＰＣｅｌｌは、非アクティブ化されない。再確立は、ＰＣｅｌｌが無線リン
ク障害（ＲＬＦ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｆａｉｌｕｒｅ）を経験したときにトリガされ
、ＳＣｅｌｌがＲＬＦを経験したときにはトリガされない。そのうえ、ＮＡＳ情報は、Ｐ
Ｃｅｌｌから取得される。
【０１２３】
　ＳＣｅｌｌの再構成、追加および除去は、ＲＲＣによって行われる。ＬＴＥ内ハンドオ
ーバのときに、ＲＲＣは、ターゲットＰＣｅｌｌとともに用いるためにＳＣｅｌｌをやは
り追加、除去または再構成する。新しいＳＣｅｌｌを追加するときに、ＳＣｅｌｌのすべ
ての必要なシステム情報を送信するために専用ＲＲＣシグナリングが用いられる（例えば
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、接続モードの間に、ＵＥ１０２は、ブロードキャストされたシステム情報をＳＣｅｌｌ
から直接に得る必要はない）。
【０１２４】
　図１１に示されるように、１つのキャリアアグリゲーション配備構成は、コロケートさ
れ、オーバーレイされた周波数１（Ｆ１）セル１１５３および周波数２（Ｆ２）セル１１
５５を含む。留意すべきは、キャリアアグリゲーションのシナリオ（例えば、配備構成）
がスモールセルのシナリオには依存しないことである。図１１に関連して記載されるｅＮ
Ｂ１１６０ａ～ｃは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。この
構成では、複数のｅＮＢ１１６０ａ～ｃがＦ１セル１１５３およびＦ２セル１１５５に対
してカバレッジを提供する。本明細書に開示されるシステムおよび方法は、Ｆ１セル１１
５３とＦ２セル１１５５との間の無線インターフェースを確立するために用いられる。
【０１２５】
　Ｆ１セル１１５３およびＦ２セル１１５５のカバレッジは、同じか、またはほぼ同じで
ある。両方のレイヤ（例えば、周波数レイヤ）が十分なカバレッジを提供し、両方のレイ
ヤ上でモビリティがサポートされる。この構成に関するシナリオは、Ｆ１セル１１５３お
よびＦ２セル１１５５が同じバンド（例えば、２ギガヘルツ（ＧＨｚ）、８００ＭＨｚな
ど）であるときに有望であろう。キャリアアグリゲーションは、オーバーレイされたＦ１
セル１１５３とＦ２セル１１５５との間で可能なことが期待される。
【０１２６】
　図１２は、第１のセル１２５３および第２のセル１２５５がコロケートされ、オーバー
レイされるが、第２のセル１２５５の方がより小さいカバレッジを有するキャリアアグリ
ゲーション構成を示すブロック図である。図１２に関連して記載されるｅＮＢ１２６０ａ
～ｃは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。この構成では、複
数のｅＮＢ１２６０ａ～ｃがＦ１セル１２５３およびＦ２セル１２５５にカバレッジを提
供する。本明細書に開示されるシステムおよび方法は、Ｆ１セル１２５３とＦ２セル１２
５５との間の無線インターフェースを確立するために用いられる。
【０１２７】
　この構成では、Ｆ１セル１２５３およびＦ２セル１２５５は、コロケートされ、オーバ
ーレイされるが、Ｆ２セル１２５５の方がより大きいパスロスに起因してより小さいカバ
レッジを有する。Ｆ１セル１２５３のみが十分なカバレッジを提供し、Ｆ２セル１２５５
は、スループットを改善するために用いられる。モビリティは、Ｆ１セル１２５３のカバ
レッジに基づいて行われる。この構成に関するシナリオは、Ｆ１セル１２５３およびＦ２
セル１２５５が異なるバンドであるときに有望であろう。例えば、Ｆ１セル１２５３が８
００ＭＨｚまたは２ＧＨｚに等しく、Ｆ２セル１２５５が３．５ＧＨｚに等しいなどであ
る。キャリアアグリゲーションは、オーバーレイされたＦ１セル１２５３とＦ２セル１２
５５との間で可能なことが期待される。
【０１２８】
　図１３は、第１のセル１３５３および第２のセル１３５５がコロケートされるが、第２
のセル１３５５のアンテナが第１のセル１３５３のセル境界へ向けられたキャリアアグリ
ゲーション構成を示すブロック図である。図１３に関連して記載されるｅＮＢ１３６０ａ
～ｃは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。本明細書に開示さ
れるシステムおよび方法は、Ｆ１セル１３５３とＦ２セル１３５５との間の無線インター
フェースを確立するために用いられる。
【０１２９】
　この構成では、Ｆ１セル１３５３およびＦ２セル１３５５は、コロケートされるが、Ｆ
２セル１３５５のアンテナは、セルエッジのスループットを向上するようにＦ１セル１３
５３のセル境界へ向けられる。Ｆ１セル１３５３は、十分なカバレッジを提供するが、Ｆ
２セル１３５３は、（例えば、より大きいパスロスに起因して）ホールを有する可能性が
ある。モビリティは、Ｆ１セル１３５３のカバレッジに基づく。この構成に関するシナリ
オは、Ｆ１セル１３５３およびＦ２セル１３５５が異なるバンドであるときに有望であろ
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う。例えば、Ｆ１セル１３５３が８００ＭＨｚまたは２ＧＨｚに等しく、Ｆ２セル１３５
５が３．５ＧＨｚに等しいなどである。同じｅＮＢ１３６０のＦ１セル１３５３およびＦ
２セル１３５５は、カバレッジが重なり合うところで集約されることが期待される。
【０１３０】
　図１４は、第１のセル１４５３がマクロカバレッジを提供し、第２のセル１４５５上の
リモートラジオヘッド（ＲＲＨ）１４５７ａ～ｊがホットスポットにおけるスループット
を改善するために用いられるキャリアアグリゲーション構成を示すブロック図である。図
１４に関連して記載されるｅＮＢ１４６０ａ～ｃは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１
６０に従って実装される。この構成では、複数のｅＮＢ１４６０ａ～ｃが第１のセル１４
５３にマクロカバレッジを提供する。ＲＲＨ１４５７ａ～ｊは、ｅＮＢ１４６０ａ～ｃに
接続されて、第２のセル１４５５のカバレッジを提供する。本明細書に開示されるシステ
ムおよび方法は、Ｆ１セル１４５３とＦ２セル１４５５との間の無線インターフェースを
確立するために用いられる。
【０１３１】
　この構成では、Ｆ１セル１４５３がマクロカバレッジを提供し、Ｆ２セル１４５５上の
リモートラジオヘッド（ＲＲＨ）１４５７ａ～ｊがホットスポットにおけるスループット
を改善するために用いられる。モビリティは、Ｆ１セル１４５３のカバレッジに基づいて
行われる。この構成に関するシナリオは、Ｆ１セル１４５３およびＦ２セル１４５５が異
なるバンドであるときに有望であろう。例えば、Ｆ１セル１４５３が９００ＭＨｚまたは
２ＧＨｚに等しく、Ｆ２セル１４５５が３．５ＧＨｚに等しいなどである。Ｆ２　ＲＲＨ
セル１４５５は、基礎をなすＦ１セル１４５３（例えば、マクロセル）と集約されること
が期待される。
【０１３２】
　図１５は、周波数選択リピータ１５５９ａ～ｃが配備されたキャリアアグリゲーション
構成を示すブロック図である。この構成は、図１０に関連して記載された構成と同様であ
る。本明細書に開示されるシステムおよび方法は、Ｆ１セル１５５３とＦ２セル１５５５
との間の無線インターフェースを確立するために用いられる。この構成では、キャリア周
波数のうちの１つに対してカバレッジが拡張されるように周波数選択リピータ１５５９ａ
～ｃが配備される。図１５に関連して記載されるｅＮＢ１５６０ａ～ｃは、図１に関連し
て記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。複数のｅＮＢ１５６０ａ～ｃがＦ１セル
１５５３と関連付けられる。Ｆ１セル１５５３およびＦ２セル１５５５は、カバレッジが
重なり合うところで集約されることが期待される。
【０１３３】
　図１６は、マクロカバレッジ有りおよび無しのスモールセルに関する複数カバレッジの
シナリオ１６６１ａ～ｄを示すブロック図である。図１６に関連して記載されるｅＮＢ１
６６０ａ～ｋは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。カバレッ
ジのシナリオ１６６１ａ～ｄは、低電力ノード（例えば、ｅＮＢ１６６０ｂ～ｋ）を用い
た屋内および屋外のシナリオを含む。これらの低電力ノードは、スモールセル・カバレッ
ジ（例えば、Ｆ２カバレッジ１６５５）を提供する。ｅＮＢ１６６０ａは、マクロセル・
カバレッジ（例えば、Ｆ１カバレッジ１６５３）を提供する。
【０１３４】
　スモールセル強化は、マクロカバレッジが存在するか、または存在しない両方のシナリ
オを対象とする。本明細書に記載されるシステムおよび方法は、スモールセル配備のシナ
リオで複数の接続を確立するステップを提供する。これらのシナリオは、屋外および屋内
の両方のスモールセル配備と理想的および非理想的な両方のバックホールとを含む。加え
て、複数の接続は、粗および密の両方のスモールセル配備において確立される。
【０１３５】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャは、スモールセル強化のためのシステムおよびモビリテ
ィ性能を達成することが可能である。例えば、インターフェース（接続）のタイプが確定
される前に、Ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャは、所望の改善を得るためにはノード間でど
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の種類の情報を交換する必要があるか（または有益であるか）を識別する。いくつかの実
装において、本明細書に記載されるシステムおよび方法は、スモールセル配備およびオペ
レーションの強化されたサポートを提供するプロトコルおよびアーキテクチャのうちで可
能性のある技術を識別する。いくつかの構成において、これらの可能な技術は、ＴＲ３６
．９３２に記載されるようなシナリオおよび要件に従って実装される。
【０１３６】
　例えば、本明細書に記載されるシステムおよび方法は、異なる（または同じ）キャリア
（単数または複数）によるサービスを享受するマクロおよびスモールセル・レイヤへのマ
ルチ接続性を有するＵＥ１０２の利益を識別して評価する。本明細書に記載されるシステ
ムおよび方法は、マルチ接続性が実行可能かつ有益であるシナリオも識別して評価する。
【０１３７】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、（ＴＲ３６．３９２に記載されるような
）異なるシナリオに関して可能性のあるアーキテクチャおよびプロトコル強化を識別して
評価する。異なるシナリオは、マルチ接続性を実装して、コアネットワークの影響を最小
限に抑えるシナリオを含む。例えば、本明細書に記載されるシステムおよび方法は、制御
プレーンおよびユーザプレーンの全体構造とそれらの相互関係とを提供する。例えば、制
御プレーンおよびユーザプレーンは、異なるノード、異なるプロトコル・レイヤの終端な
どでサポートされてもよい。
【０１３８】
　スモールセル配備のシナリオでは、各ノード（例えば、ｅＮＢ１６６０ａ～ｋ）がそれ
自体の独立したスケジューラを有する。無線リソースを効率的に利用するために、ＵＥ１
０２は、異なるスケジューラを有する複数のノードに接続する。異なるスケジューラを有
する複数のノードに接続するために、ＵＥ１０２とＥ－ＵＴＲＡＮ４３５との間の複数の
接続が確立される。
【０１３９】
　第１のカバレッジのシナリオ１６６１ａは、マクロカバレッジ（例えば、Ｆ１）がある
単一のスモールセル（例えば、Ｆ２）を示す。図１６では、Ｆ１は、マクロレイヤのため
のキャリア周波数であり、Ｆ２は、ローカルノードレイヤのキャリア周波数である。第１
のカバレッジのシナリオ１６６１ａでは、マクロセルがスモールセルと重なり合う。
【０１４０】
　第２のカバレッジのシナリオ１６６１ｂは、マクロカバレッジのない単一のスモールセ
ルを示す。第３のカバレッジのシナリオ１６６１ｃは、重なり合うマクロセル・カバレッ
ジがある複数のスモールセルを示す。第４のカバレッジのシナリオ１６６１ｄは、マクロ
セル・カバレッジのない複数のスモールセルを示す。
【０１４１】
　図１７は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたＥ－ＵＴ
ＲＡＮ１７３５およびＵＥ１７０２の一構成を示すブロック図である。図１７に関連して
記載されるＵＥ１７０２およびＥ－ＵＴＲＡＮ１７３５は、図１および６のうちの少なく
とも１つに関連して記載された対応する要素に従って実装される。
【０１４２】
　図１７は、無線接続１７６９ａ～ｂごとにＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａ～ｂを示す。無線接
続１７６９ａ～ｂごとに１つのＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａ～ｂを用いると、無線リソース管
理におけるフレキシビリティが維持される。例えば、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａは、
１次無線接続１７６９ａに割り当てられる。第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂは、２次無線
接続１７６９ｂに割り当てられる。いくつかの実装において、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６
５ａは、リリース１１に従って割り当てられる。例えば、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａ
は、ランダムアクセス後に割り当てられる。いくつかの場合、ランダムアクセスは、ＵＥ
１７０２がＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態にあるときか、またはＵＥ１７０２がＲＲＣ接続再確立
手順を完了したときの最初のアクセスを含む。別の例では、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５
ａは、ハンドオーバ手順の間にアップデートされる。
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【０１４３】
　（２次無線接続１７６９ｂのための）第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂは、Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎ１７３５（例えば、ＰｅＮＢ１７６０ａまたはＳｅＮＢ１７６０ｂ）からＵＥ１７０２
への制御シグナリング（例えば、ＲＲＣ専用シグナリング）によって割り当てられる。第
１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａおよび第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂの使用法は、表（２）
に関連して記載された使用法に従う。
【０１４４】
　いくつかの実装において、Ｃ－ＲＮＴＩ１７６５は、セルに固有である。例えば、ある
セルに関して、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａ（または第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂ）
の値がＵＥ１７０２のために用いられる。この例では、この値は、セルにおける別のＣ－
ＲＮＴＩ１７６５に用いられてはならない。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１７３５は、Ｃ－ＲＮＴＩ値
が互いにコンフリクトしないように第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａおよび／または第２の
Ｃ－ＲＮＴＩ１７６５ｂの割り当てをＵＥ１７０２ごとに管理する。また、留意すべきは
、無線接続１７６９においてＵＥ１７０２が複数の在圏セルを用いて構成されている場合
、これらの在圏セルには無線接続１７６９ごとに同じＣ－ＲＮＴＩ１７６５が割り当てら
れることである。
【０１４５】
　いくつかの実装において、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１７３５は、ｅＮＢ１７６０ａおよびＳｅＮ
Ｂ１７６０ｂを含む。ＵＥ１７０２は、１次無線接続１７６９ａを通じてＰｅＮＢ１７６
０ａと通信する。ＵＥ１７０２は、２次無線接続１７６９ｂを通じてＳｅＮＢ１７６０ｂ
と通信する。図１７は、１つの１次無線接続１７６９ａおよび１つの２次無線接続１７６
９ｂを示すが、ＵＥ１７０２は、１つの１次無線接続１７６９ａおよび１つ以上の２次無
線接続１７６９ｂを用いて構成されてもよい。ＰｅＮＢ１７６０ａおよびＳｅＮＢ１７６
０ｂは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。
【０１４６】
　ＰｅＮＢ１７６０ａは、１つ以上のＵＥ１７０２への接続のための複数のセル１７６７
ａ～ｃを提供する。例えば、ＰｅＮＢ１７６０ａは、セルＡ１７６７ａ、セルＢ１７６７
ｂおよびセルＣ１７６７ｃを提供する。同様に、ＳｅＮＢ１７６０ｂは、複数のセル１７
６７ｄ～ｆを提供する。ＵＥ１７０２は、１次無線接続１７６９ａ（例えば、１次Ｕｕイ
ンターフェース）のために１つ以上のセル（例えば、セルＡ１７６７ａ、セルＢ１７６７
ｂおよびセルＣ１７６７ｃ）上で送信／受信するように構成される。ＵＥ１７０２は、ま
た、２次無線接続１７６９ｂ（例えば、２次Ｕｕインターフェース）のために１つ以上の
他のセル（例えば、セルＤ１７６７ｄ、セルＥ１７６７ｅおよびセルＦ１７６７ｆ）上で
送信／受信するように構成される。ＵＥ１７０２が無線接続１７６９ａ～ｂのために複数
のセル１７６７ａ～ｆ上で送信／受信するように構成されている場合、キャリアアグリゲ
ーション・オペレーションが無線接続１７６９ａ～ｂに適用される。いくつかの実装では
、２次無線接続１７６９ｂのためのセルＡ１７６７ａおよび１次無線接続１７６９ａのた
めのセルＤ１７６７ｄを用いて別のＵＥ１７０２が構成されてもよい。この実装では、無
線接続１７６９へのセルのマッピングは、ＵＥ１７０２固有の構成である。
【０１４７】
　上記のように、１つのＭＡＣエンティティ１７７１ａ～ｂおよび１つのＰＨＹエンティ
ティ１７７３ａ～ｂが１つの無線接続１７６９ａ～ｂへマッピングされる。例えば、第１
のＭＡＣエンティティ１７７１ａおよび第１のＰＨＹエンティティ１７７３ａは、１次無
線接続１７６９ａへマッピングされる。同様に、第２のＭＡＣエンティティ１７７１ｂお
よび第２のＰＨＹエンティティ１７７３ｂは、２次無線接続１７６９ｂへマッピングされ
る。
【０１４８】
　いくつかの実装において、ＰｅＮＢ１７６０ａは、構成セル１７６７ａ～ｃを用いるＵ
Ｅ１７０２ごとに少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩ１７６５を管理して記憶する。例えば、
ＰｅＮＢ１７６０ａは、ＰｅＮＢ１７６０ａとの１次無線接続１７６９ａを有するＵＥ１
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７０２に対応する複数の第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａを管理して記憶する。同様に、Ｓ
ｅＮＢ１７６０ｂは、構成セル１７６７ｄ～ｆを用いるＵＥ１７０２ごとに２次無線接続
（単数または複数）１７６９ｂのための少なくとも１つのＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂを管理
して記憶する。例えば、ＳｅＮＢ１７６０ｂは、ＳｅＮＢ１７６０ｂとの２次無線接続１
７６９ｂを有するＵＥ１７０２に対応する複数の第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂを管理し
て記憶する。
【０１４９】
　いくつかの実装において、ＰｅＮＢ１７６０ａは、ＰｅＮＢ１７６０ａとの２次無線接
続を有するＵＥ１７０２に対応する複数の第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂも管理して記憶
する。ｅＮＢ１７６０ａとの２次無線接続を有するＵＥにとって、ｅＮＢ１７６０ａは、
（代わりに）ＳｅＮＢと見なされるべきである。この実装では、ｅＮＢは、ＰｅＮＢ１７
６０ａとしてもＳｅＮＢ１７６０ｂとしても振舞う。
【０１５０】
　いくつかの実装において、ＭＡＣエンティティ１７７１ａ～ｂは、ＲＲＣエンティティ
１７７５とのインターフェースを有する。この実装では、ＲＲＣエンティティ１７７５は
、第１のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａを第１のＭＡＣエンティティ１７７１ａへ供給し、第２
のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂを第２のＭＡＣエンティティ１７７１ｂへ供給する。ＲＲＣエ
ンティティ１７７５は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１７３５の（示されない）ＲＲＣエンティティか
らＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ接続再構成メッセージ、接続制御メッセージ、ハン
ドオーバ・コマンドなど）を受信する。ＲＲＣエンティティ１７７５は、また、Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ１７３５の（示されない）ＲＲＣエンティティへＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージ）を送信する。ＲＲＣエンティティ１７７５は、また、第１
のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ａおよび第２のＣ－ＲＮＴＩ１７６５ｂを記憶する。ＭＡＣエン
ティティ１７７１ａ～ｂは、Ｃ－ＲＮＴＩ１７６５に基づいてＰＤＣＣＨ（またはＥＰＤ
ＣＣＨ）の復号を制御する。
【０１５１】
　図１８は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢ１
８６０ａ～ｂおよびＵＥ１８０２の一構成を示すスレッド図１８００である。具体的には
、図１８は、無線接続を追加するための手順の一例を示す。図１８に関連して記載される
ｅＮＢ１８６０ａ～ｂおよびＵＥ１８０２は、図１に関連して記載された１つ以上の対応
する要素に従って実装される。
【０１５２】
　ＰｅＮＢ１８６０ａは、レイヤ３（Ｌ３）シグナリング（例えば、ＲＲＣメッセージ）
を通じてＵＥ１８０２測定手順を構成する。ＵＥ１８０２測定手順は、エリア制限情報に
基づく。ＰｅＮＢ１８６０ａによって提供される測定は、ＵＥ１８０２の接続モビリティ
の制御を助ける。ＰｅＮＢ１８６０ａは、次に、測定制御をＵＥ１８０２へ送信する（ス
テップ１８７７）。ＰｅＮＢ１８６０ａは、レイヤ１（Ｌ１）／レイヤ２（Ｌ２）シグナ
リング（例えば、ＰＤＣＣＨ、ＭＡＣ制御要素）を通じて上りリンク割り当てをＵＥ１８
０２へ送信する（ステップ１８７９）。
【０１５３】
　測定制御は、測定報告をＰｅＮＢ１８６０ａへ送信する（ステップ１８８１）ようにＵ
Ｅ１８０２をトリガする。ＵＥ１８０２は、１つ以上のルール（例えば、システム情報、
仕様など）に基づいて測定報告を送信する（ステップ１８８１）ようにトリガされる。測
定報告および他の情報に基づいて、ＰｅＮＢ１８６０ａは、ＵＥ１８０２への別の接続を
追加することを決定する（ステップ１８８３）。他の情報の例は、無線リソース管理情報
を含む。
【０１５４】
　ＰｅＮＢ１８６０ａは、次に、接続要求メッセージをＳｅＮＢ１８６０ｂへ発する（ス
テップ１８８５）。接続要求メッセージは、測定報告および無線リソース管理情報に基づ
く。接続要求メッセージは、ＳｅＮＢ１８６０ｂが接続の追加を準備することを許可する
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必要情報を含む。例えば、接続要求メッセージは、ＰｅＮＢにおけるＵＥ１８０２のＣ－
ＲＮＴＩ、ＱｏＳ情報などを含んだＲＲＣコンテキストを含む。ＵＥ　Ｘ２およびＵＥ　
Ｓ１シグナリング参照のうちの１つ以上は、ＳｅＮＢ１８６０ｂがＰｅＮＢ１８６０ａお
よび進化型パケットコア（ＥＰＣ）をアドレス指定することを可能にする。
【０１５５】
　ＳｅＮＢ１８６０ｂは、受付制御を行う（ステップ１８８７）。いくつかの実装におい
て、受付制御は、受信されたＱｏＳ情報に基づく。受付制御は、ＳｅＮＢ１８６０ｂがリ
ソースを付与できる場合、必要とされるＱｏＳが達成されるかどうかを接続制御の成功の
可能性を高めるために評価する。いくつかの実装において、ＳｅＮＢ１８６０ｂは、受信
されたＱｏＳ情報に従ってリソースを構成する。ＳｅＮＢ１８６０は、また、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ、セル、および随意的にＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティのうちの１つ以上を
予約する。
【０１５６】
　ＳｅＮＢ１８６０ｂは、ＳｅＮＢ１６６０ｂのＬ１（ＰＨＹ）およびＬ２（ＭＡＣ）エ
ンティティのうちの１つ以上との接続の追加を準備して、接続要求確認応答（Ａｃｋ：ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）をＰｅＮＢ１８６０ａへ送信する（ステップ１８８９）。接続要
求Ａｃｋは、接続の追加を行うようにＵＥ１８０２に指示する（例えば、ＲＲＣ接続再構
成メッセージにおける）接続制御メッセージとして（例えば、ＰｅＮＢ１８６０ａから）
ＵＥ１８０２へ送信されることになる透過的なコンテナを含む。このコンテナは、新しい
Ｃ－ＲＮＴＩ（例えば、第２のＣ－ＲＮＴＩ）、２次無線接続においてアクセスされるこ
とになるセル（例えば、ターゲットセル）の物理セル識別子、選択されたセキュリティ・
アルゴリズムのＳｅＮＢ１８６０ｂセキュリティ・アルゴリズム識別子および専用ＲＡＣ
Ｈプリアンブル・アイデンティティを含む。接続制御メッセージは、他のパラメータ（例
えば、無線ベアラ構成、アクセス・パラメータ、ＳＩＢなど）も含んでよい。特に、接続
制御メッセージは、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティが含まれるか否かを示
す。
【０１５７】
　ＰｅＮＢ１８６０ａは、ＵＥ１８０２へ送信されることになる接続の追加を行うための
命令を含む、ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、接続制御メッセージを含んだＲＲＣ
ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ）を生成する。（便宜
上、図１８では「ＲＲＣ　Ｃｏｎｎ．Ｒｅｃｏｎｆ．」と略記される）接続制御メッセー
ジをスケジュールする（ステップ１８９３）ために、ＰｅＮＢ１８６０ａは、Ｌ１／Ｌ２
シグナリングを通じて下りリンク割り当てをＵＥ１８０２へ送信する（ステップ１８９１
）。
【０１５８】
　ＵＥ１８０２は、接続制御メッセージを含んだＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、
必要なパラメータ（２次無線接続のためのＣ－ＲＮＴＩ、ＳｅＮＢ１８６０ｂセキュリテ
ィ・アルゴリズム識別子、および随意的に専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティ
、ＳｅＮＢ１８６０ｂ　ＳＩＢなど）をもつＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ）を受信する。ＰｅＮＢ１８６０ａは、次に、接続の追加を
行うようにＵＥ１８０２に命じるか、または指示する。
【０１５９】
　接続制御メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージに含まれる接続制御メッセージ）を受信した後、ＵＥ１８０２は、Ｓｅ
ＮＢ１８６０ｂと同期して（ステップ１８９５）（例えば、同期信号を得て）、ＲＡＣＨ
を通じてターゲットセルにアクセスする（例えば、ランダムアクセス手順を行う）。ＵＥ
１８０２は、専用ＲＡＣＨプリアンブルが接続制御情報中に示された（例えば、専用ＲＡ
ＣＨプリアンブル・アイデンティティが接続制御メッセージに含まれた）場合、競合のな
いランダムアクセス手順（例えば、非競合ベースのランダムアクセス手順）に従ってター
ゲットセルにアクセスする。これに対して、ＵＥ１８０２は、専用プリアンブルが何も示
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されなかった場合、競合ベースのランダムアクセス手順に従ってターゲットセルにアクセ
スする。いくつかの実装において、ＵＥ１８０２は、ＳｅＮＢ１８６０ｂの固有鍵を導出
して、ターゲットセルで用いられることになる選択されたセキュリティ・アルゴリズムを
構成する。
【０１６０】
　いくつかの実装において、ＳｅＮＢ１８６０ｂは、上りリンク割り当ておよびタイミン
グアドバンスをＵＥ１８０２へ送信する（ステップ１８９７）ことによりランダムアクセ
スに応答する。次に、ＵＥ１８０２がターゲットセルに首尾よくアクセスしたとき、ＵＥ
１８０２は、接続の追加を確認するために、第２のＣ－ＲＮＴＩを含むＲＲＣ接続再構成
完了メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージ）を送信する（ステップ１８９９）。ＵＥ１８０２は、また
、接続追加手順がＵＥ１８０２で完了したことを示すために、上りリンクバッファ状況報
告をＳｅＮＢ１８６０ｂへ送信する。ＳｅＮＢ１８６０ｂは、ＲＲＣ接続再構成完了メッ
セージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐ
ｌｅｔｅメッセージ）で送信された第２のＣ－ＲＮＴＩを検証する。ＳｅＮＢ１８６０ｂ
は、次に、ＵＥ１８０２へデータを送信し始める。
【０１６１】
　留意すべきは、方法の異なるステップには異なるレベルのシグナリングが用いられるこ
とである。例えば、測定制御を送信するステップ１８７７、測定報告を送信するステップ
１８８１、接続要求を送信するステップ１８８５、接続要求確認応答を送信するステップ
１８８９、接続制御メッセージを送信するステップ１８９３、およびＲＲＣ接続再構成完
了メッセージを送信するステップ１８９９のうちの１つ以上は、Ｌ３シグナリングを用い
て行われる。これに対して、上りリンク割り当てを送信するステップ１８７９、下りリン
ク割り当てを送信するステップ１８９１、同期するステップ１８９５、ならびに上りリン
ク割り当ておよびタイミングアドバンスを送信するステップ１８９７のうちの１つ以上は
、Ｌ１およびＬ２シグナリングのうちの１つ以上を用いて行われる。
【０１６２】
　図１９は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢ１
９６０ａ～ｂおよびＵＥ１９０２の一構成を示すスレッド図１９００である。具体的には
、図１９は、無線接続においてセルを変更する（例えば、２次無線接続におけるハンドオ
ーバ）のための手順の例を示す。この例では、ＰｅＮＢとソースＳｅＮＢとの間の情報交
換は、省略される。図１９に関連して記載されるｅＮＢ１９６０ａ～ｂおよびＵＥ１９０
２は、図１に関連して記載された１つ以上の対応する要素に従って実装される。
【０１６３】
　ｅＮＢ１９６０ａ（例えば、ＰｅＮＢまたはソースＳｅＮＢ）は、ＵＥ１９０２測定手
順を構成する。ＵＥ１９０２測定手順は、エリア制限情報に基づく。ｅＮＢ１９６０ａに
よって提供された測定は、ＵＥ１９０２の接続モビリティの制御を助ける。ｅＮＢ１９６
０ａは、次に、測定制御をＵＥ１９０２へ送信する（ステップ１９７７）。ｅＮＢ１９６
０ａは、Ｌ１／Ｌ２シグナリング（例えば、ＰＤＣＣＨ、ＭＡＣ制御要素）を通じて上り
リンク割り当てをＵＥ１９０２へ送信する（ステップ１９７９）。
【０１６４】
　測定制御は、測定報告をｅＮＢ１９６０ａへ送信する（ステップ１９８１）ようにＵＥ
１９０２をトリガする。ＵＥ１９０２は、１つ以上のルール（例えば、システム情報、仕
様など）に基づいて測定報告を送信する（ステップ１９８１）ようにトリガされる。測定
報告および他の情報に基づいて、ｅＮＢ１９６０ａは、ＵＥ１９０２へのセルを変更する
ことを決定する（ステップ１９８３）。他の情報の例は、無線リソース管理情報を含む。
【０１６５】
　ｅＮＢ１９６０ａは、次に、接続要求メッセージをターゲットＳｅＮＢ１６６０ｂへ発
する（ステップ１９８５）。接続要求メッセージは、測定報告および無線リソース管理情
報に基づく。接続要求メッセージは、ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂが２次接続における
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ハンドオーバを準備することを許可する必要情報を含む。例えば、接続要求メッセージは
、ソースｅＮＢにおけるＵＥ１９０２のＣ－ＲＮＴＩ、ＱｏＳ情報などを含んだＲＲＣコ
ンテキストを含む。ＵＥ　Ｘ２およびＵＥ　Ｓ１シグナリング参照のうちの１つ以上は、
ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂがｅＮＢ１９６０ａおよびＥＰＣをアドレス指定すること
を可能にする。
【０１６６】
　ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂは、受付制御を行う（ステップ１９８７）。いくつかの
実装において、受付制御は、受信されたＱｏＳ情報に基づく。受付制御は、接続制御の成
功の可能性を高めるために、リソースをターゲットＳｅＮＢ１７６０ｂによって付与でき
る場合に必要とされるＱｏＳが達成されるかどうかを評価する。いくつかの実装において
、ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂは、受信されたＱｏＳ情報に従ってリソースを構成する
。ターゲットｅＮＢ１９６０ｂは、またＣ－ＲＮＴＩ、セルおよび随意的に、ＲＡＣＨプ
リアンブル・アイデンティティのうちの少なくとも１つを予約する。
【０１６７】
　ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂは、ｅＮＢ１７６０ａのＬ１（ＰＨＹ）およびＬ２（Ｍ
ＡＣ）エンティティのうちの１つ以上との２次接続におけるハンドオーバを準備して、接
続要求ＡｃｋをｅＮＢ１９６０ａへ送信する（ステップ１９８９）。接続要求Ａｃｋは、
２次接続においてハンドオーバを行うようにＵＥ１９０２に指示する（例えば、ＲＲＣ接
続再構成メッセージにおける）接続制御メッセージとして（例えば、ｅＮＢ１９６０ａか
ら）ＵＥ１９０２へ送信されることになる透過的なコンテナを含む。このコンテナは、新
しいＣ－ＲＮＴＩ（例えば、第２のＣ－ＲＮＴＩ）、２次無線接続においてアクセスされ
ることになるセル（例えば、ターゲットセル）の物理セル識別子、選択されるセキュリテ
ィ・アルゴリズムのターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂセキュリティ・アルゴリズム識別子、
および専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティを含む。接続制御メッセージは、他
のパラメータ（例えば、アクセス・パラメータ、システム情報ブロック（ＳＩＢ）など）
も含んでよい。具体的には、接続制御メッセージは、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデ
ンティティが含まれていたか否かを示す。
【０１６８】
　ｅＮＢ１９６０ａは、ＵＥ１９０２へ送信されることになるハンドオーバを行うための
ＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、接続制御情報を含んだＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ）を生成する。（便宜上、図１９では「Ｒ
ＲＣ　Ｃｏｎｎ．Ｒｅｃｏｎｆ．」と略記される）接続制御メッセージをスケジュールす
る（ステップ１９９３）ために、ｅＮＢ１９６０ａは、下りリンク割り当てをＵＥ１９０
２へ送信する（ステップ１９９１）。
【０１６９】
　ＵＥ１９０２は、接続制御メッセージを含んだＲＲＣ接続再構成メッセージ（例えば、
必要なパラメータ（２次無線接続のためのＣ－ＲＮＴＩ、ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂ
セキュリティ・アルゴリズム識別子、および随意的に専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデ
ンティティ、ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂ　ＳＩＢなど）をもつＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ）を受信する。ｅＮＢ１９６０ａは、
次に、２次接続においてハンドオーバを行うようにＵＥ１９０２に命じるか、または指示
する。
【０１７０】
　接続制御メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージに含まれる接続制御メッセージ）を受信した後、ＵＥ１９０２は、ター
ゲットＳｅＮＢ１９６０ｂと同期して（ステップ１９９５）（例えば、同期信号を得て）
、ＲＡＣＨを通じてターゲットセルにアクセスする（例えば、ランダムアクセス手順を行
う）。ＵＥ１９０２は、専用ＲＡＣＨプリアンブルが接続制御情報中に示された（例えば
、専用ＲＡＣＨプリアンブル・アイデンティティが接続制御メッセージに含まれた）場合
、競合のないランダムアクセス手順（例えば、非競合ベースのランダムアクセス手順）に
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従ってターゲットセルにアクセスする。これに対して、ＵＥ１９０２は、専用プリアンブ
ルが何も指示されなかった場合、競合ベースのランダムアクセス手順に従ってターゲット
セルにアクセスする。いくつかの実装において、ＵＥ１９０２は、ターゲットＳｅＮＢ１
９６０ｂの固有鍵を導出して、ターゲットセルで用いられることになる選択されたセキュ
リティ・アルゴリズムを構成する。
【０１７１】
　いくつかの実装において、ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂは、上りリンク割り当ておよ
びタイミングアドバンスをＵＥ１９０２へ送信する（ステップ１９９７）ことによりラン
ダムアクセスに応答する。次に、ＵＥ１９０２がターゲットセルに首尾よくアクセスした
とき、ＵＥ１９０２は、接続の追加を確認するために、第２のＣ－ＲＮＴＩを含むＲＲＣ
接続再構成完了メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅメッセージ）を送信する（ステップ１９９９）。ＵＥ１９０
２は、また、接続追加手順がＵＥ１９０２で完了したことを示すために、上りリンクバッ
ファ状況報告をターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂへ送信する。ターゲットＳｅＮＢ１９６０
ｂは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ（例えば、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅメッセージ）で送信された第２のＣ－ＲＮＴＩ
を検証する。ターゲットＳｅＮＢ１９６０ｂは、次に、ＵＥ１９０２へデータを送信し始
める。
【０１７２】
　留意すべきは、方法の異なるステップには異なるレベルのシグナリングが用いられるこ
とである。例えば、測定制御を送信するステップ１９７７、測定報告を送信するステップ
１９８１、接続要求を送信するステップ１９８５、接続要求確認応答メッセージを送信す
るステップ１９８９、接続制御メッセージを送信するステップ１９９３、およびＲＲＣ接
続再構成完了メッセージを送信するステップ１９９９のうちの１つ以上は、Ｌ３シグナリ
ングを用いて行われる。これに対して、上りリンク割り当てを送信するステップ１９７９
、下りリンク割り当て送信するステップ１９９１、同期するステップ１９９５、ならびに
上りリンク割り当ておよびタイミングアドバンスを送信するステップ１９９７のうちの１
つ以上は、Ｌ１およびＬ２シグナリングのうちの１つ以上を用いて行われる。
【０１７３】
　留意すべきは、図１８および１９において、同様の接続制御情報が用いられることであ
る。この接続制御情報は、単一の接続のためのハンドオーバに用いられるモビリティ制御
情報と同様の構造を有する。この接続制御情報は、ＳｅＮＢ内ハンドオーバ（例えば、Ｓ
ｅＮＢにおけるセル変更）および自己ハンドオーバ（例えば、同じセルへのハンドオーバ
）にも用いられる。
【０１７４】
　図１９では、接続制御メッセージの代わりに、ハンドオーバ・コマンド（すなわち、Ｍ
ｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）が用いられる。２次無線接続におけるハンドオ
ーバ・コマンドは、１次無線接続において用いられるＲＲＣ接続再構成メッセージとは区
別される、２次ＲＲＣ接続再構成メッセージに含められる。２次無線接続が追加された後
、２次ＲＲＣ接続再構成メッセージは、２次無線接続のパラメータを設定／再設定するた
めに用いられる。次に、２次ＲＲＣ接続再構成メッセージへの確認応答として２次ＲＲＣ
接続再構成完了メッセージがＵＥ１０２からターゲットＳｅＮＢへ送信される。２次ＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージは、１次無線接続において用いられるＲＲＣ接続再構成完了
メッセージとは区別される。
【０１７５】
　図２０は、ＵＥ２００２において利用される様々なコンポーネントを示す。図２０に関
連して記載されるＵＥ２００２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装さ
れる。ＵＥ２００２は、ＵＥ２００２のオペレーションを制御するプロセッサ２００４を
含む。プロセッサ２００４は、中央処理装置（ＣＰＵ：ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　ｕｎｉｔ）とも呼ばれる。メモリ２０１０は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ：ｒ
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ｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　
ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意
のタイプのデバイスを含み、プロセッサ２００４に命令２００６ａおよびデータ２００８
ａを供給する。メモリ２０１０の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡ
Ｍ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）も含んで
よい。命令２００６ｂおよびデータ２００８ｂは、プロセッサ２００４にも存在する。プ
ロセッサ２００４に読み込まれた命令２００６ｂおよび／またはデータ２００８ｂは、プ
ロセッサ２００４による実行または処理のために読み込まれた、メモリ２０１０からの命
令２００６ａおよび／またはデータ２００８ａも含む。命令２００６ｂは、上記の方法お
よび手順２００、６００、１８００および１９００のうちの１つ以上を実装するためにプ
ロセッサ２００４によって実行される。
【０１７６】
　ＵＥ２００２は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機２０５８および
１つ以上の受信機２０２０が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）２０５８およ
び受信機（単数または複数）２０２０は、１つ以上のトランシーバ２０１８に組み合わさ
れてもよい。１つ以上のアンテナ２０２２ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシー
バ２０１８に電気的に結合される。
【０１７７】
　ＵＥ２００２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
スおよびステータス信号バスを含む、バスシステム２０１４によって結合される。しかし
ながら、明確さのために、図２０では様々なバスがバスシステム２０１４として示される
。ＵＥ２００２は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｓ
ｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）２０１２も含んでよい。ＵＥ２００２は、ＵＥ２００
２の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信インターフェース２０１６も含む。図２０
に示されるＵＥ２００２は、具体的なコンポーネントのリスティングではなく、機能ブロ
ック図である。
【０１７８】
　図２１は、ｅＮＢ２１６０において利用される様々なコンポーネントを示す。図２１に
関連して記載されるｅＮＢ２１６０は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って
実装される。ｅＮＢ２１６０は、ｅＮＢ２１６０のオペレーションを制御するプロセッサ
２１０４を含む。プロセッサ２１０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれる。メモリ
２１１０は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、これ
ら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意のタイプのデバイスを含み、プロセッ
サ２１０４に命令２１０６ａおよびデータ２１０８ａを供給する。メモリ２１１０の一部
分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含んでよい。命令２１０６ｂお
よびデータ２１０８ｂは、プロセッサ２１０４にも存在する。プロセッサ２１０４に読み
込まれた命令２１０６ｂおよび／またはデータ２１０８ｂは、プロセッサ２１０４による
実行または処理のために読み込まれた、メモリ２１１０からの命令２１０６ａおよび／ま
たはデータ２１０８ａも含む。命令２１０６ｂは、上記の方法および手順３００、７００
、１８００および１９００の１つ以上を実装するためにプロセッサ２１０４によって実行
される。
【０１７９】
　ｅＮＢ２１６０は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機２１１７およ
び１つ以上の受信機２１７８が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）２１１７お
よび受信機（単数または複数）２１７８は、１つ以上のトランシーバ２１７６に組み合わ
されてもよい。１つ以上のアンテナ２１８０ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシ
ーバ２１７６に電気的に結合される。
【０１８０】
　ｅＮＢ２１６０の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バスおよびステータス信号バスを含む、バスシステム２１１４によって結合される。しか
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しながら、明確さのために、図２１では様々なバスがバスシステム２１１４として示され
る。ｅＮＢ２１６０は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２１１２も含ん
でよい。ｅＮＢ２１６０は、ｅＮＢ２１６０の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信
インターフェース２１１６も含む。図２１に示されるｅＮＢ２１６０は、具体的なコンポ
ーネントのリスティングではなく、機能ブロック図である。
【０１８１】
　図２２は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたＵＥ２２
０２の一構成を示すブロック図である。ＵＥ２２０２は、送信手段２２５８、受信手段２
２２０および制御手段２２２４を含む。送信手段２２５８、受信手段２２２０および制御
手段２２２４は、上の図２、６、１８および１９に関連して記載された機能の１つ以上を
行うように構成される。上の図２０は、図２２の具体的な装置構造の一例を示す。図２、
６、１８および１９の機能の１つ以上を実現するために他の様々な構造が実装されてもよ
い。例えば、ＤＳＰがソフトウェアによって実現されてもよい。
【０１８２】
　図２３は、複数の無線接続を確立するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢ２
３６０の一構成を示すブロック図である。ｅＮＢ２３６０は、送信手段２３１７、受信手
段２３７８および制御手段２３８２を含む。送信手段２３１７、受信手段２３７８および
制御手段２３８２は、上の図３、７、１８および１９に関連して記載された機能の１つ以
上を行うように構成される。上の図２１は、図２３の具体的な装置構造の一例を示す。図
３、７、１８および１９の機能の１つ以上を実現するために他の様々な構造が実装されて
もよい。例えば、ＤＳＰがソフトウェアによって実現されてもよい。
【０１８３】
　用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体を指す。用語「コンピュータ可読媒体」は、本明細書では、非
一時的かつ有形のコンピュータおよび／またはプロセッサ可読媒体を示す。限定ではなく
、例として、コンピュータ可読またはプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶もしくは他の磁気記憶
デバイス、あるいは命令の形態の所望のプログラムコードまたはデータ構造を載せるか、
または記憶するために用いることができ、コンピュータまたはプロセッサによってアクセ
スできる任意の他の媒体を備える。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は
、本明細書では、コンパクトディスク（ＣＤ：ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）、レーザディ
スク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｃ）、デジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）、フロ
ッピーディスク（ｆｌｏｐｐｙ　ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、磁気的にデータを再生し、一方で
ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【０１８４】
　留意すべきは、本明細書に記載される方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよ
く、および／またはハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書
に記載される方法の１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、大
規模集積回路（ＬＳＩ）または集積回路などで実装されてもよく、および／またはそれら
を用いて実現されてもよい。
【０１８５】
　本明細書に開示される方法のそれぞれは、記載される方法を達成するための１つ以上の
ステップまたは動作を備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲
から逸脱することなく、相互に交換されてもよく、および／または単一のステップに組み
合わされてもよい。言い換えれば、記載される方法の適切なオペレーションのためにステ
ップまたは動作の特定の順序が必要とされない限り、特定のステップおよび／または動作
の順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正されてもよい。
【０１８６】
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　当然のことながら、特許請求の範囲は、先に示された通りの構成および構成要素には限
定されない。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載される配置、オペレ
ーション、ならびにシステム、方法および装置の詳細に様々な修正、変更および変形がな
されてもよい。
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【図７】 【図８】
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【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】
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